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▲白石市消防団の皆さんによる「梯子乗り」 ▲「景綱囃子」も堂々見参！

▲大迫力！片倉鉄砲隊「火縄銃演武」

▲かわいらしい稚児行列に今年も注目が集まりました！

６月号の主な内容
平成17年度水質検査結果をお知らせします
平成17年度中山間地域等直接支払制度実施概要
６月12日は県民防災の日
まちかどズームイン
風間市長コラム「風のささやき」
市民文芸・市内イベント情報
マイサークル・国際コーナー
くらし百科
６月のごみ収集日
市内施設のイベント情報
しろいし・フレッシュマーケットだよりほか
各種募集
20回記念大会・宮城蔵王高原マラソン
教育のひろば
子育て情報
健康のひろば
お知らせほか 
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　５月３日、さわやかな五月晴れの下、市内中心部で白石市民春まつりが
開催されました。今年も神明社の御

み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

を先頭に、各自治会など24団体
から約800人が参加した大パレードが行われたほか、白石市消防団の皆さ
んによる梯

はし

子
ご

乗
の

りや景
かげ

綱
つな

会の皆さんによる景
かげ

綱
つな

囃
ばやし

子、片倉鉄砲隊の皆さん
による火縄銃演武も披露されました。
　また、フリーマーケットやまちかど音楽祭、米俵相撲大会など、おなじ
みのイベントも行われ、この日市内は約４万人の見物客でにぎわいました。

澄み切った青空の下、４万人が大興奮！
～2006白石市民春まつり～
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▲大きな被害とならないよう、漏水は早期の発見、復旧が必
要です。

　

水
道
事
業
所
で
は
、
毎
年
、
水
道
水
質
検
査
計
画
を
作
成
し
、

住
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
質
検
査
計
画
は
、
市
民
の
皆
様
が
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
水
道
事
業
所
が

実
施
す
る
水
道
水
の
水
質
検
査
を
行
う
場
所
、
検
査
項
目
、
検

査
回
数
な
ど
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　

水
道
事
業
所
で
は
、
従
来
か
ら
水
質
基
準
に
適
合
す
る
水
道

水
を
供
給
す
る
た
め
の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

水
道
法
施
行
規
則
の
改
正
に
伴
っ
て
、
水
質
検
査
計
画
の
策
定

が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
沿
っ
て
水
質
検
査
計

画
を
策
定
・
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
水
質
検
査
計
画
は
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
水

質
検
査
結
果
に
基
づ
い
て
不
都
合
な
点
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、

毎
年
度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

水
道
水
質
検
査
計
画
に
基
づ
く
水
質
検
査

は
、
水
道
法
第
20
条
の
指
定
を
受
け
て
い
る

水
質
検
査
機
関
に
委
託
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

水
道
水
質
検
査
計
画
で
は
、
水
道
法
に
規

定
す
る
水
質
基
準
に
適
合
し
た
水
道
水
の
供

給
を
実
施
す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
や
水
道

施
設
の
状
況
に
合
わ
せ
、
水
質
検
査
を
行
う

場
所
、
検
査
項
目
、
検
査
回
数
な
ど
に
つ
い

て
実
施
方
法
を
定
め
ま
す
。

⑴
出
来
上
が
っ
た
水
道
水
に
関
す
る
検
査

①
毎
日
検
査
…
水
道
水
の
蛇
口
の
水
の
、
残

留
塩
素
、
色
、
濁
り
に
つ
い
て
毎
日
検
査

を
行
い
ま
す
。

②
毎
月
検
査
…
平
常
検
査

③
年
1
回
検
査
…
全
項
目
検
査

⑵
水
道
の
原
水
に
関
す
る
検
査

　

年
1
回
全
項
目
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

以
上
が
、
水
道
に
関
す
る
水
質
検
査
の
必

要
最
低
限
の
も
の
で
す
が
、
水
道
事
業
所
で

は
、
こ
れ
ら
最
低
限
の
検
査
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
さ
ら
に
質
の
良
い
水
道
水
を
供
給
す

る
た
め
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
（
塩
素

耐
性
原
虫
）
な
ど
の
指
標
菌
検
査
を
実
施
し
、

水
道
水
を
取
り
巻
く
危
険
因
子
を
で
き
る
だ

け
取
り
除
く
た
め
、
万
全
の
検
査
体
制
で
臨

ん
で
い
ま
す
。

　

水
質
基
準
項
目
は
、
国
が
定
め
た
検
査
方

法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
水
系
ご
と
の
検
査
地
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

⑴
水
質
検
査
計
画
は
、
毎
年
度
「
広
報
し
ろ

い
し
」
ま
た
は
「
白
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
公
表
し
ま
す
。

⑵
水
質
検
査
は
、
水
質
検
査
計
画
に
基
づ
き

行
い
、
そ
の
結
果
を
「
広
報
し
ろ
い
し
」

ま
た
は
「
白
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
公

表
し
ま
す
。

　

以
上
が
平
成
18
年
度
の
当
市
の
水
道
水
質

検
査
計
画
の
概
要
で
す
が
、
原
本
を
ご
覧
に

な
り
た
い
方
や
、
も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
方
、
ま
た
は
ご
意
見
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
水
道
事
業
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
水
道
事
業
所　

0
2
5
―
5
5
2
2

　

昨
年
12
月
か
ら
今
年
の
2
月
に
か
け
て
、

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
た
た
め
、
凍
結
し
た
水

道
管
が
破
裂
し
た
こ
と
に
よ
る
「
漏
水
」
の

件
数
が
例
年
に
な
く
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
「
漏
水
」
は
水
道
を
お
使
い
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
出
費
が
増
え
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
は
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
前

に
、
ぜ
ひ
水
道
管
の
防
寒
対
策
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
白
石
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」

に
相
談
し
、
早
め
の
対
策
で
不
用
な
出
費
を

軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
白
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
市

内
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
を
抜
粋
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
約
2
9
0
㎞
の
水
道
本
管
が

道
路
の
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん

の
家
庭
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
普
段
の
生
活
の
中
で
、
い
つ
も
道
路

が
ぬ
れ
て
い
る
な
ど
、
普
段
と
は
違
う
状
況

を
見
掛
け
た
ら
、
水
道
事
業
所
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
道
路
（
公
道
）
は
不
特
定
多
数
の
車

両
な
ど
が
通
行
す
る
た
め
、
漏
水
に
よ
る
陥

没
な
ど
の
二
次
的
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
早

期
に
漏
水
修
繕
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
発
見
し
た
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
今
後
30

年
以
内
に
99
％
の
確
立
で
発
生
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
の

で
す
が
、
い
ざ
大
き
な
地
震
が
起
き
た
と
き

に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
被
害
を
受
け
る
と
、
復

旧
に
は
そ
の
規
模
に
よ
り
ま
す
が
最
低
で
も

3
日
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
が
一
日
に
必
要
と
す
る
水
は
『
3

リ
ッ
ト
ル
』
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
宅
で
も
家
族
の
た
め
に
、『
一

人
一
日
3
リ
ッ
ト
ル
』
の
備
え
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
注
）く
み
置
き
し
た
水
は
、
水
質
の
悪
化
を

防
ぐ
た
め
に
も
毎
日
く
み
換
え
し
、
お
風
呂

や
打
ち
水
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

採水地点 区　　分

二 ツ 森 水 系 原水（１） 浄水（１）

三 住 水 系 原水（１） 浄水（２）

岩 の 上 水 系 原水（１） 浄水（２）

湯 元 簡 易 水 道 原水（１） 浄水（１）

下 戸 沢 簡 易 水 道 原水（１） 浄水（１）

上 戸 沢 簡 易 水 道 原水（１） 浄水（１）

広 域 水 道 受 水 ̶ 浄水（３）

〜
水
道
事
業
所
か
ら
の
お
願
い
〜

『
家
庭
で
の
漏
水
は
…
』

『
道
路
な
ど
で
漏
水
を
見
つ
け
た
ら
…
』

『
震
災
の
備
え
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
』

2
基
本
方
針

3
検
査
の
種
類

4
水
質
検
査
方
法

1
は
じ
め
に

　水道事業所では、皆さんに安全でおいしい水を安心してご利用していただくために、　水道事業所では、皆さんに安全でおいしい水を安心してご利用していただくために、
水道法に基づいて50項目の水質検査（全項目検査）を実施しています。水道法に基づいて50項目の水質検査（全項目検査）を実施しています。
　平成17年度に実施した検査結果はすべての項目が基準値以下で、「安心」で「安全」　平成17年度に実施した検査結果はすべての項目が基準値以下で、「安心」で「安全」
な水であることが確かめられました。な水であることが確かめられました。
　また、平成17年度は水道法により指定を受けた検査機関に委託して、水質管理を強　また、平成17年度は水道法により指定を受けた検査機関に委託して、水質管理を強
化しました。化しました。
　なお、平成17年度水質検査結果表など詳しくお知りになりたい方は、白石市ホーム　なお、平成17年度水質検査結果表など詳しくお知りになりたい方は、白石市ホーム
ページをご覧いただくか、水道事業所までお問い合わせください。ページをご覧いただくか、水道事業所までお問い合わせください。

平成17年度水質検査結果を平成17年度水質検査結果を
お知らせしますお知らせします

～水道法の水質基準に適合～～水道法の水質基準に適合～

平成18年度
『白石市水質検査計画』のお知らせ
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
健
全

な
農
業
・
農
村
を
維
持
・
継
続
し
て
い
く
た

め
に
、
高
齢
化
進
行
地
域
や
農
地
が
急
傾
斜

地
で
あ
っ
た
り
、
地
形
的
条
件
に
よ
り
小
区

画
・
不
整
形
で
あ
る
な
ど
、
農
業
生
産
条
件

が
不
利
な
地
域
で
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

農
地
を
有
す
る
集
落
内
で
集
落
協
定
を
結

び
、
農
業
生
産
活
動
や
保
全
活
動
を
行
う
場

合
に
、
5
年
間
に
わ
た
っ
て
交
付
金
を
当
該

集
落
に
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制
度
を

活
用
し
、
各
集
落
は
協
定
参
加
者
の
創
意
工

夫
に
よ
り
活
動
し
、
地
域
の
活
性
化
お
よ
び

農
村
環
境
や
景
観
の
向
上
に
効
果
を
上
げ
て

き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
は
本
制
度
の
一
部
見
直
し
が
行

わ
れ
、
新
た
な
対
策
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
、

前
対
策
か
ら
取
り
組
む
7
つ
の
集
落
の
ほ
か

に
、
小
原
中
北
地
区
が
新
た
に
集
落
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

　

各
集
落
協
定
で
は
「
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
が
作
成
さ
れ
、
集
落
の
将
来
像
や
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
5
年
間
の
活
動
目
標
を

明
確
に
し
、
集
落
を
基
礎
と
し
た
営
農
組
織

の
育
成
な
ど
、
自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業

生
産
活
動
な
ど
の
体
制
整
備
に
向
け
て
、
よ

り
前
向
き
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
当
市
に
お
け
る
該
当
地
域
】

●
通
常
地
域
（
地
域
振
興
立
法
の
指
定
地
域
）

・
小
原
（
旧
小
原
村
）
地
区
（
特
定
農
山
村

地
域
に
お
け
る
農
林
業
な
ど
の
活
性
化
の
た

め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
2

条
第
4
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
）

●
特
認
地
域（
宮
城
県
知
事
が
自
然
的・経
済
的・

社
会
的
条
件
が
不
利
な
地
域
と
し
て
指
定
）

・
越
河
（
旧
越
河
村
）
地
区
、
斎
川
（
旧
斎

川
村
）
地
区
、大
鷹
沢
（
旧
大
鷹
沢
村
）
地
区
、

白
川
（
旧
白
川
村
）
地
区
、福
岡
（
旧
福
岡
村
）

地
区

【
平
成
17
年
度
交
付
金
交
付
状
況
】

　

平
成
17
年
度
に
交
付
金
を
交
付
し
た
市
内

の
集
落
と
交
付
金
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

交
付
金
の
総
額
は
約
1
、
8
0
0
万
円
、

交
付
し
た
集
落
は
8
集
落
で
す
。

　

ま
た
、
交
付
金
の
負
担
割
合
は
、
通
常
地

域
の
場
合
は
国
が
2
分
の
1
、
県
と
市
が
4

分
の
1
、特
認
地
域
に
あ
っ
て
は
国
、県
、市

そ
れ
ぞ
れ
が
3
分
の
1
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
は
集
落
協
定
に
基
づ
き
総
額
の
約

2
分
の
1
以
上
を
水
路
・
農
道
な
ど
の
維
持

管
理
、
農
地
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

を
増
進
す
る
活
動
や
集
落
の
活
性
化
に
要
す

る
費
用
に
使
用
さ
れ
、
残
り
の
交
付
金
は
、

現
に
農
地
を
維
持
管
理
す
る
こ
と
と
な
る
農

地
の
耕
作
者
に
面
積
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

宮
城
県
で
は
、
昭
和
53
年
6
月
12
日
に
発

生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
に
、
6
月
12

日
を
「
県
民
防
災
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
毎
年
6
月
12
日
に
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
10
月
に

宮
城
県
と
の
共
催
で
実
施
す
る
、
土
砂
災
害

訓
練
に
併
せ
て
市
内
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練

や
避
難
訓
練
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

昨
年
は
川
崎
町
で
震
度
6
弱
、
当
市
で
も

震
度
5
弱
の
揺
れ
を
記
録
し
た
8
月
16
日
の

宮
城
地
震
や
、
深
谷
地
区
を
は
じ
め
広
範
囲

の
浸
水
被
害
を
出
し
た
8
月
25
・
26
日
の
台

風
11
号
に
よ
る
豪
雨
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
み
て
も
地
震
や
豪
雨
、
豪
雪
と

い
っ
た
災
害
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す

る
機
会
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

特
に
地
震
に
関
し
て
は
、
過
去
26
年
か
ら

42
年
の
周
期
で
発
生
し
て
い
る
宮
城
県
沖
地

震
が
そ
の
発
生
時
期
に
入
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
対
策
は
急
務
で
す
。
市
で
も
本
庁
舎
や

優
先
避
難
場
所
で
あ
る
小
中
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
に
加
え
て
災
害
時
備
蓄
品
の
整
備
、

地
域
防
災
計
画
改
訂
に
併
せ
た
防
災
体
制
の

構
築
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
害
の
低

減
に
は
個
人
や
家
庭
、
地
区
の
防
災
意
識
向

上
や
防
災
対
策
の
推
進
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
危
険
箇
所
の
確

認
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意
や
家
具
の
転

倒
防
止
な
ど
を
行
っ
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い

う
と
き
自
分
を
助
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

し
、
自
分
が
無
事
で
あ
れ
ば
他
人
を
助
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

地
震
へ
の
備
え
に
は
、｢

広
報
し
ろ
い
し

5
月
号
」
4
・
5
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
木
造

住
宅
耐
震
対
策
事
業
や
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
、
家
具
の
転

倒
防
止
な
ど
の
活
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
区
内
に
お
い
て
日
ご
ろ
よ
り
危

険
箇
所
や
介
助
が
必
要
な
世
帯
の
把
握
、
災

害
時
の
役
割
分
担
な
ど
を
行
っ
て
お
く
と
、

い
ざ
と
い
う
と
き
右
往
左
往
す
る
こ
と
な
く

災
害
初
期
の
対
応
が
図
れ
、
被
害
の
低
減
に

効
果
的
で
す
。

　

地
震
に
限
ら
ず
大
雨
や
暴
風
、
火
山
噴
火

な
ど
の
自
然
災
害
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
万
全
と
は
い
か
な
い
も
の
の
、
被
害
を

あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。」
災
害
は
待
っ
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。
で
き
る
対
策
は
早
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
同
時
多
発
的

な
被
害
の
発
生
や
、
交
通
網
の
寸
断
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
災
害
の
発
生
直
後

は
市
役
所
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
救
援
活
動

が
迅
速
に
行
え
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
負
傷
者
の
救
助
や
火
災
の
消
火

は
時
間
と
の
勝
負
で
す
。
そ
こ
で
力
を
発
揮

す
る
の
が
「
地
域
で
の
対
応
・
協
力
体
制=

自
主
防
災
組
織
」
で
す
。

　

市
で
は
昨
年
秋
、
各
自
治
会
に
お
い
て
地

域
防
災
懇
談
会
を
開
催
し
、
防
災
マ
ッ
プ
の

配
布
と
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
の
防
災
に
対
す
る
意
識
は
軒
並
み
高
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
談
会
の
後
に
も
自
主
防
災
組
織

の
説
明
会
依
頼
や
自
治
会
個
別
の
相
談
な
ど

も
受
け
て
い
ま
す
。

　

4
月
末
現
在
、
市
内
の
自
主
防
災
組
織
数

は
14
組
織
で
、
自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
て

い
る
自
治
会
数
は
15
と
、
自
治
会
総
数
の

13
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
自
主
防
災
組
織
へ
の
防
災
資
機
材

貸
与
な
ど
の
支
援
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
立
や
活
動
な
ど
の
ご
相
談
に
も

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

0
2
2
―
1
3
1
4

▲今も続く昔ながらのくい掛け風景（沼田地区）

▲新規で取り組む小原中北地区の農用地

平成17年度中山間地域等直接支払交付金交付状況
地区名

（旧市町村名）
集落名

（協定集落名）
交付金の対象と
なった農地面積
（㎡）

交付金（円） 集落マスタープランで
定めた主な取組内容

小原
（旧小原村）

大熊 54,053 978,060 ・担い手への農作業の委託・交付金の交付対象とならない農家との連携した活動

塩ノ倉 149,890 3,068,590 ・担い手への農作業の委託・非農家との連携した活動

中北 127,505 2,677,605 ・機械・農作業の共同化・自然生態系の保全に関する学校教育との連携した活動

沼田 65,821 1,382,241 ・担い手への農作業の委託・非農家との連携した活動

大鷹沢
（旧大鷹沢村）

稲荷堂 52,706 1,106,826 ・機械・農作業の共同化・他集落との連携した活動

唐竹 22,313 217,049 ・機械・農作業の共同化・他集落との連携した活動
白川

（旧白川村）犬卒都婆 336,052 5,860,741 ・集落を基礎とした営農組織の育成
福岡

（旧福岡村） 上原 139,754 2,704,344 ・担い手への集積化

合計 ８集落 948,094 17,995,456 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

実
施
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成17年度

▲昨年6月12日に第一小学校で実施された総合防災訓練

▲昨年12月9日に行われた越河9区自治会の自主防災組
織設立総会

自主防災組織の役割
●災害に備えるための日ごろからの活動

●災害発生時に、人命を守り被害の拡大を防ぐ行動

平常時

災害時

地域内の安全点検
防災知識の普及・啓発

防災訓練

初期消火
避難誘導
救出・救助

情報収集・伝達
避難所の管理・運営

６
月
12
日
は
県
民
防
災
の
日

〜
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
〜

災
害
へ
の
備
え
〜
今
年
は
10
月
に

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
〜

自
主
防
災
組
織

〜
15
自
治
会
で
既
に
設
立
〜



　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
街
中
に
い

る
と
、
昼
と
夕
刻
に
「
ウ
ォ
ー
！
」
と

い
う
雄
た
け
び
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

庁
舎
内
に
い
る
と
さ
ら
に
大
音
量
で
響

き
わ
た
り
ま
す
。
そ
う
、
白
石
の
春
の

風
物
、
白
石
高
校
の
「
白
角
定
期
戦
」

に
向
け
た
応
援
練
習
で
す
。
30
年
前
は

私
も
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
連
日
、
校
歌
・

旧
制
校
歌
・
凱
歌
や
応
援
歌
の
練
習
？

と
い
う
よ
り
白
高
魂
を
体
に
た
た
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
と
て
も
懐

か
し
く
聞
い
て
い
ま
す
（
当
時
は
憂
う

つ
で
し
た
が
…
）。
我
々
の
こ
ろ
は
、

野
球
、陸
上
、水
泳
、テ
ニ
ス
、バ
レ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
卓
球
、
柔
道
、
そ
し
て

剣
道
の
９
種
目
で
の
戦
い
で
し
た
。
私

は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
た
の
で
、
夕

方
の
応
援
練
習
は
免
除
。ひ
た
す
ら「
打

倒
角
田
」
で
練
習
に
明
け
暮
れ
て
い
ま

し
た
（
と
い
う
も
の
の
、
白
高
剣
道
部

は
私
が
卒
業
す
る
ま
で
勝
つ
こ
と
が
で

き
ず
、
定
期
戦
開
催
以
来
16
連
敗
と
い

う
記
録
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

…
）。
こ
の
定
期
戦
は
、
諸
大
会
と
は

違
い
、
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
ま
す
。自
分
の
競
技
だ
け
で
は
な
く
、

開
催
校
全
体
が
異
様
な
熱
気
と
興
奮
に

包
ま
れ
ま
す
。
各
競
技
が
終
わ
り
、
白

高
勝
利
の
時
に
歌
わ
れ
る「
勝
利
の
歌
」

や
「
凱
歌
」
の
輪
に
入
れ
る
こ
と
が
最

大
の
喜
び
に
変
わ
る
の
で
す
。
そ
し
て

閉
会
式
で
相
手
校
の
健
闘
を
た
た
え
る

エ
ー
ル
の
交
換
を
行
い
、
定
期
戦
は
幕

を
閉
じ
ま
す
。
こ
の
戦
い
は
、
競
技
者

も
そ
う
で
な
い
者
も
共
に
汗
を
か
き
な

が
ら
「
勝
利
」
と
い
う
目
標
に
向
か
い
、

協
力
し
行
動
を
す
る
素
晴
ら
し
い
大
会

で
す
。

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
の
県
立
高
校
将

来
構
想
の
中
で
、
平
成
22
年
度
ま
で
に

す
べ
て
の
県
立
高
校
の
共
学
化
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
白
石
高
校
と
白
石
女
子

高
校
も
22
年
度
に
統
合
共
学
化
が
開
始

さ
れ
、
新
た
に
校
舎
を
造
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
智
」
と
は
、
矢
の
よ
う
に
ズ
バ
リ

と
言
い
当
て
る
と
い
う
意
味
の
「
知
」

に
「
曰
（
言
う
）」
が
加
わ
り
、
物
事

を
的
確
に
理
解
し
た
り
言
い
当
て
た

り
、
是
非
・
善
悪
を
弁
別
す
る
心
の
作

用
を
表
す
文
字
で
す
。
学
校
で
の
教
育

や
学
習
経
験
、
実
生
活
を
通
し
た
体
験

が
「
智
」
を
成
熟
さ
せ
て
い
く
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
高
校
は
、
両

校
の
伝
統
と
歴
史
を
土
台
と
し
、
男
女

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
宮

城
県
の
核
と
な
る
よ
う
、
生
徒
た
ち
の

叡
智
を
結
集
し
て
、
新
た
な
伝
統
・
歴

史
を
築
き
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
切

望
し
ま
す
。

　

特
に
昨
年
共
学
校
と
な
っ
た
角
田
高

校
と
の
定
期
戦
は
、
両
校
の
生
徒
た
ち

の
た
め
に
も
残
し
て
ほ
し
い
と
願
う
一

人
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、「
ラ
オ
屋
」

と
い
う
商
売
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

昭
和
30
年
代
ま
で
は
街
角
で
時
々
姿

を
見
掛
け
た
そ
う
で
す
が
。

が
い  

か

べ
ん
べ
つ

え
い  

ち

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

「 

智 

」

67

ま・ち・か・ど IN！ みなさんからのすてきな情報を待ってます！

　白石川緑地公園で４月23日、白石
市消防団の春季消防演習が行われ、
市内８分団から参加した620名の団
員が部隊訓練や小型ポンプ操法など
を行い、日ごろの訓練の成果を披露
しました。演習の締めくくりは、消
防団全68班に配備された小型動力ポ
ンプ積載車からの一斉放水。ラッパ
を合図に68本の水柱が一斉に青空に
向かって放たれました。
　今年は、市内各所で火災が多発し
ており、団員の皆さんは緊張した面
持ちで演習に臨んでいました。

　全国各地のこけし工人が伝統の技
と美しさを競い合う「第48回全日本
こけしコンクール」が、５月３日か
ら５日までホワイトキューブを会場
に開催されました。

　コンクールには、全国延べ207人の
工人から941点のこけしや木地がん
具、応用木製品が出品されました。
　会場には、伝統こけしの実演・販
売コーナーが設けられたほか、「第８
回こけしの写真コンクール」や地場
産品まつりなどの催しが併設。３日
間のコンクール期間中、市内外から
約５万人の来場者でにぎわいました。

受賞おめでとうございます
市内の受賞者（敬称略）

　白石城本丸内で５月14日、今年で
30回目となる「城の会」が開催され、
たくさんの人が足を運びました。
　この日、会場内に設置された特設
舞台では琴や日本舞踊、詩吟などが
次々に披露されたほか、抹茶席・煎
茶席の野点も開かれました。

　会場内には美しい琴の音色や詩吟
の歌声が響きわたり、優雅な舞踊や
風流な野点など、訪れた人は古典芸
能の魅力を心ゆくまで堪能していま
した。

　福岡深谷の白石牧場で４月23日、
白石牧場まつりが開催され、牛肉の
試食販売や特産品の販売に大勢の人
が足を運びました。
　この催しは、牧場を運営する（社）
宮城県農業公社が、牧場産の牛肉を
ＰＲするとともに、地元の皆さんと
の交流を深めようと開催したもので
す。会場には、購入した牛肉をその
場で焼いて食べることのできるコー
ナーが用意され、蔵王の山々を背景
に、たくさんの家族連れなどが焼き
肉を楽しんでいました。

　４月21日～23日の３日間、壽丸屋
敷で４回目となるパンフラワー作品
展が開催されました。

　パンフラワーは、小麦粉を原料と
する「パン粘土」や油絵の具などを
使用して制作するアート工芸で、制
作者の創意工夫により、繊細で温か
い作品ができることで知られていま
す。会場には山本紀子さんが主宰す
る教室に通う皆さんが作った、花び
ら一枚一枚まで丁寧に仕上げられた
美しい作品が飾られ、訪れた大勢の
人の目を楽しませました。

　４月18日、市内の着物愛好者でつ
くる「着物を着る会」の皆さん15名が、
桜が満開を迎えた白石城などを散策
し、春の風情を楽しみました。
　この「着物を着る会」は、かつて
女性の日常着であった着物の素晴ら
しさを改めて認識し、楽しもうと今
年３月に結成されたものです。
　メンバーの代表、佐藤昌子さんは
「６月15日（木）の11時から壽

す

丸
まる

屋敷に
皆さんが集まりますので、ぜひ、着
物を着てお気軽にお越しください。」
と話していました。

消さないで あなたの心の 注意の火

白石市消防団春季消防演習

～ほほえみの年輪をかさねて～
ホワイトキューブで第48回全日本こけしコンクールが開催されました

幽玄の調べを市民に披露

白石城本丸内で「城の会」を開催
おいしい牛肉はいかがですか！

白石牧場まつり
美しく温かみのある“パンの花々”

壽丸屋敷でパンフラワー作品展を開催

伝統の着物に桜が花を添え

「着物を着る会」の皆さんによるお花見

内閣総理大臣賞受賞作品
桂直胴こけし12号
山形作並系
会田　栄治さん作
　この作品は、良質
なカツラの素材が
持っている美しさを
存分に生かしてお
り、調和の取れた
整った形態に仕上げ
られています。また、

表情は遠くの一点を見据えているよ
うに作品全体を引き締め、気品を漂
わせています。形態・描彩両面で細
やかな配慮がされており、作者の情
熱に感服させられる作品です。

農林水産大臣賞 加賀沼勝子
国土交通大臣賞 柴田　栄子
中小企業庁長官賞 吾妻　節子
林野庁長官賞 渡辺　邦彦
東北経済産業局長賞 新山　吉紀
東北森林管理局長賞 六郷　仁美
宮城県知事賞 加賀沼昌行
東日本旅客鉄道賞 佐々木　功
仙台商工会議所会頭賞 新山　　学
福島商工会議所会頭賞 佐々木美穂
米沢商工会議所会頭賞 高橋　達郎
東北放送賞 新山　　実
東日本放送賞 鎌田　孝志
エフエム仙台賞 高橋とし子
七十七銀行賞 相原　英雄
白石商工会議所会頭賞 佐々木克己

▲こけしの実演販売コーナー

▲特設舞台で披露された仕舞



市民文芸
応募方法
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0292白石市大手町1-1 白石市総務課へ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の併記は不
可。毎月15日締め切り。
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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～大きな声で民謡を唄ってみませんか～
●練習日時／火曜日（月３回開催）19:00～21:00
●練習場所／勤労青少年ホーム（アルタ白石）

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

うた

リサの

マイ
サークル

民謡講座
182

　勤労青少年ホーム（アルタ白石）
　025-3720

　私たちのサークルは歴史が古く、今年で

17年目になります。受講生は現在14名で、

ベテランと新人が一緒に和気あいあいと練

習しています。講師の半沢州月先生は、民

謡はもちろん、尺八、書道の師範でもある

方で、「民謡は常に唄っていないと以前の

声が出なくなる」とのことで、毎回合唱を

含め、１人５～６曲ぐらいずつ練習を行っ

ています。また、ほかの人の練習を聞いて

覚えられることもあります。

　毎年秋に開催される「アルタ祭」に全員

出演しますので、開催が近づくと教室がに

ぎやかになり、力が入ります。大きな声で

唄うと普通呼吸の7～10倍の酸素が体に

入って体の活性化効果につながり、気分転

換やストレス解消にも効果があるといわれ

ています。ぜひ一度見学に来てください。

杖
つ
き
て
や
う
や
う
歩
む
吾
な
る
に
夢
路
は
電
車
に

て
遠
く
ま
で
ゆ
く 

平
間　

久
子

世
界
一
と
う
誉
れ
も
う
じ
き
王
ジ
ャ
パ
ン
選
手
の
気

魄
に
た
だ
た
だ
見
入
る 

八
嶋　

正
子

何
れ
も
み
な
笑
み
を
た
た
へ
て
坐
り
を
る
こ
け
し
と

話
す
夜
の
し
じ
ま
に 

寺
崎　

悦
子

お
彼
岸
は
伝
統
継
ぎ
て
お
念
仏
の
古
き
節
ま
わ
し
守

り
た
く
思
う 

斎
藤
タ
カ
子

庭
隅
の
匂
ひ
水
仙
春
雨
に
ぬ
れ
て
や
さ
し
く
風
に
ゆ

れ
を
り 

岡
崎　

澄
子

孫
達
と
粉
を
散
ら
し
て
打
つ
う
ど
ん
不
ぞ
ろ
い
乍な

が

ら

味
は
格
別 
阿
部
み
さ
子

益
岡
へ
夫
と
一
緒
に
登
り
し
は
遠
き
昔
の
さ
く
ら
咲

く
頃 

後
藤　

正
子

長
か
り
し
冬
は
過
ぎ
ゆ
き
野
に
あ
り
て
春
菜
摘
み
ゐ

る
午
後
の
ひ
と
と
き 

阿
部　

英
雄

古
き
も
の
整
理
し
お
れ
ば
遠
き
地
に
嫁
ぎ
し
娘
の
名

を
書
き
し
あ
り 

佐
藤　

す
み

ひ
っ
そ
り
と
誰
か
待
つ
が
に
犬
の
陰ふ

ぐ
り嚢
廃
屋
の
庭
に

咲
き
い
た
り
け
り 

水
戸　

光
穂

　
　

一
首
目
、
得
難
い
旅
の
夢
の
こ
と
を
詠
ま
ず
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
作
者
が
よ
く
出
て
い
る
。

　

二
首
目
、
第
一
句
七
音
と
な
っ
た
が
、
二
句
「
誉

れ
も
う
じ
き
」
に
臨
場
感
が
あ
ろ
う
。
テ
レ
ビ
か
ら

で
も
こ
の
よ
う
に
歌
が
生
ま
れ
る
。

　

三
首
目
、
優
し
く
、
楽
し
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

個
性
に
話
し
掛
け
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
一
年
生
に
な
り
に
け
り 

山
家　

弘
子

わ
が
家
の
空
う
ご
か
し
て
つ
ば
く
ら
め 

髙
子
う
こ
ん

入
社
式
眉
の
き
り
り
と
瑞み

ず

々み
ず

し 

斎
藤　

典
子

朝
漁
り
の
ほ
や
裂
け
ば
吹
く
春
の
潮 

鈴
木　

民
子

春
休
み
荷
物
の
多
き
下
校
の
児 

日
下　
　

文

遠
峰
の
斑
に
白
く
山
笑
ふ 

岩
松　

隆
志

神
在
す
鳥
居
の
奥
の
山
桜 

制
野　

リ
エ

ス
カ
ン
ポ
を
噛
ん
で
下
校
の
昔
ふ
と 

阿
部
は
ぎ
の

三み
つ

椏ま
た

の
咲
き
て
光
り
の
時
刻
む 

寺
崎　

悦
子

声
遠
く
群
れ
ゆ
く
鳥
や
雲
に
入
る 

福
原　

峯
子

　
　

一
句
目
、
一
年
生
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
取
り
合

わ
せ
が
何
と
も
言
え
な
く
マ
ッ
チ
し
て
か
わ
い
ら
し

い
。
平
明
な
表
現
の
す
て
き
な
俳
句
と
な
っ
た
。

　

二
句
目
、「
燕
」
が
季
題
で
あ
り
、
家
の
空
を
動

か
し
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
、
平
凡
で
な
く
面
白
い

作
品
と
な
っ
た
。

　

三
句
目
、入
社
式
に
臨
む
若
者
を
写
生
さ
れ
た
句
。

服
装
も
髪
も
き
ち
ん
と
し
て
、
目
も
ま
ゆ
も
さ
わ
や

か
に
、
希
望
を
胸
一
杯
に
膨
ら
ま
し
た
初
々
し
さ
を

「
瑞
々
し
」
で
表
現
し
、
佳
句
と
な
っ
た
。

古
里
の
昔
馴
染
は
山
ば
か
り 

阿
部
は
ぎ
の

梅
桜
浮
か
れ
て
お
れ
ぬ
花
粉
症 

大
庭　

良
子

波
風
を
立
て
ぬ
言
葉
に
あ
る
温
み 

草
野　
　

清

国
技
館
蒙
古
の
嵐
吹
き
荒
れ
る 

四
竃　

英
夫

ぼ
や
き
節
選
手
踊
ら
ぬ
イ
ー
グ
ル
ス 

水
戸　

光
穂

百
敗
を
今
年
も
心
配
さ
せ
ら
れ
そ
う 

佐
藤　

尚
志

退
院
の
夫
と
絆
を
深
め
け
り 

髙
子
う
こ
ん

想
い
込
み
中
流
階
級
勝
と
負
け 

高
橋　

要
一

満
腹
に
あ
わ
て
て
あ
お
る
胃
の
薬 

阿
部
み
さ
子

ト
ラ
ブ
ル
は
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
で
や
っ
て
来
る

 

斎
藤　

典
子

　
　

一
句
目
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
古
里
、
生
ま
れ
故

郷
は
新
し
い
市
に
。
山
だ
け
は
昔
の
ま
ま
だ
っ
た
。

「
古
里
の
山
は
有
難
き
か
な
」。
こ
の
山
々
か
ら
生
き

て
い
く
力
を
も
ら
っ
て
き
た
。

　

二
句
目
、待
ち
に
待
っ
て
い
た
春
、今
年
は
梅
と
桜

が
一
緒
に
開
花
。
心
う
き
う
き
お
花
見
へ
と
思
っ
た

ら「
は
っ
く
し
ょ
ん
」。あ
っ
花
粉
症
を
忘
れ
て
い
た
。

　

三
句
目
、
相
手
を
想
い
や
る
心
が
あ
れ
ば
、
自
然

に
温
か
い
言
葉
が
出
て
く
る
。「
物
も
言
い
よ
う
で

角
が
立
つ
」。
あ
り
が
と
う
、
お
か
げ
さ
ま
と
い
う

心
で
過
ご
し
た
い
も
の
。

評

評 評

歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇

米　

澤　

礼　

子　

選

「The meaning of handshake（握手の意味）」
　日本では、握手を交わすあいさつはあまり一般的ではあり
ません。皆さんは外国の方と初めて会ったとき、握手したこ
とがありますか？逆に、リサもずっと日本に住んでいますが、
まだおじぎで頭を下げることに100％慣れていません。握手の
目的は「goodwill（親善）」を示すためです。オリジンの神話で
は手に武器が入っていないのを見せるためといわれています。
　会うとき、別れるとき、おめでたいとき、それと同意した
ときに握手をします。男性の方から握手するのが普通ですが、
女性もだんだん握手を求めるようになってきました。ビジネ
スの場合、女性は男性と同じく握手します。握手を断ったり、
無視したりするのは非常に失礼であると思われています。そ
して、目上の人が先に握手を求めることが多いようです。握
手するときには３つの点を忘れないでね！

●握手の強さ：オーストラリア社会では握手によって、人の
性格を判断します。握手で相手の積極性と自信を測ることが
できます。これに対し、日本社会では謙虚さが何よりも大切
なので、日本人は相手の手を強く握ることをちゅうちょする
ことがあります。西洋社会では握手で相手がどのぐらい自信
を持っているかを判断することがあるため、しっかりと握手
した方がいいでしょう。

●視線を合わせること：日本の社会では視線を合わせること
が、相手に挑戦する（相手を威嚇する）ことであるとか、行
儀が悪いことであると思われがちですが、西洋社会では視線
を合わせないと何かやましいことがある（またはうそをつい
ている）とか、恐怖を感じていると思われます。握手をする
ときには、必ず視線を合わせないといけないことを覚えてね。
　リサは日本に来てから、あいさつやお辞儀をするとき、い
つも相手の目を見ながら頭を下げていましたが、何かヘンな
気がするなぁ…と思っていました。相手の目を見ないと、リ
サは失礼な感じがします。でもだんだん慣れてきました。

●笑顔：オーストラリアや西洋の社会では上の歯を見せる笑
いが相手への好意や積極的な態度を表しますが、日本では西
洋の国ほど一般的ではありません。握手するときには笑顔を
見せましょう！　

　でも気を付けてね！リサーチによると、握手は風邪を引く
大きな原因となります。公衆電話や一週間洗わなかったコー
ヒーカップ、ぞうきん、トイレの便器よりも、ばい菌がある
といわれていますからね！！！
See you next time！
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市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板
開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

14頁掲載

16頁掲載

16頁掲載

16頁掲載

15頁掲載

18頁掲載

16頁掲載

15頁掲載

お茶券400円碧水園碧水園茶会
※7月2日も開催

古典芸能伝承の館
0２５－７９４９6月  4日（日） 10:00～15:00

入場無料碧水園第15回伝統芸能フェスティバル 古典芸能伝承の館
0２５－７９４９6月  4日（日） 10:00～

入場無料碧水園
ふれあい能楽セミナー
特別講座
「明解!『羽衣』・『安達原』の世界」

古典芸能伝承の館
0２５－７９４９6月  4日（日） 13:00～14:30

入場無料
※出店希望者連絡必要いきいきプラザいきいきプラザ

フリーマーケット
いきいきプラザ
0２２－１６３５6月24日（土）   8:30～12:00

宿  泊10,000円
日帰り  3,000円
※申込終了

七ヶ宿硯石～
刈田峠縦走
コース

南蔵王夏山開き
※宿泊者は3日七ヶ宿館泊
　（15:50白石駅集合）

商工観光課
022－13216月  4日（日）

参加無料
※材料持参・申込必要いきいきプラザ定期リサイクル教室

「牛乳パックでひし形の花瓶を作ろう」
いきいきプラザ
0２２－１６３５6月17日（土） 10:00～11:30

参加無料
※材料持参・
  申込必要
（定員20名）

いきいきプラザ
短期リサイクル教室（全5回）
「ネクタイ・端切れで季節の
  ミニタペストリーを作ろう」
※6月27日、7月11日開催

いきいきプラザ
0２２－１６３５6月13日（火）   9:30～11:30

8:30～

16:00～

社会教育課
022-13436月18日（日） スポーツセンター第4回市民シャフルボード大会 参加無料

※申込必要

8:30～ 社会教育課
022-13437月  2日（日） ホワイトキューブほか第46回白石市総合体育大会

「総合開会式（ホワイトキューブ）」 参加無料

有料
※詳しくはお問い合わせ
ください。　　　　

  9:00～
17:00

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

5月23日（火）
～7月10日（月） 弥治郎こけし村第48回全日本こけしコンクール

入賞作品展 入村無料

古典芸能伝承の館
0２５－７９４９6月18日（日）

白石城本丸
※雨天時        
   白石高校体育館

碧水園開館15周年記念「白石城薪能」
※開場15:00～

（６月１日～７月５日）〈　　＝花火打ち上げ〉

はごろも あだちがはら

すずりいし

たきぎのう



　は問い合わせ先です

D o you know?

く
ら
し
の
ヒ
ン
ト
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「
架
空
請
求
は
が
き
」

　

〜
債
権
回
収
業
者
や
公
的
機
関
ら
し
き
を
名
乗
る
〜

問
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

　

0
２
２
―

０
７
８
３

　
（
相
談
日　

月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お　

な　

や　

み

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
6
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
手
続
き
は
、
現
在
支
給
を
受
け

て
い
る
方
の
所
得
や
養
育
の
状
況
な
ど

を
届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当

が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大

切
な
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出

が
な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
い
分
か

ら
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

6
月
中
旬
に
現
況
届
の
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
必
ず
届
け

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

6
月
14
日（
水
）〜
30
日（
金
）

●
受
付
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
・
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所　

子
ど
も
家
庭
課
（
本
庁

舎
1
階
）

●
持
参
す
る
物

①
現
況
届

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
印
）

③
受
給
者
（
保
護
者
）
の
社
会
保
険
証

の
写
し

※
保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
後
日
、

年
金
加
入
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
加
入
の
方
は

不
要
で
す
。

④
平
成
18
年
度
の
所
得
証
明
書
（
平
成

18
年
1
月
1
日
時
点
で
白
石
市
に
住

所
が
な
か
っ
た
方
の
み
。
未
申
告
の

方
は
確
定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。）

※
そ
の
ほ
か
の
書
類
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
6
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
！

　

6
月
は
、
平
成
18
年
2
月
分
か
ら
5

月
分
ま
で
の
4
カ
月
分
の
児
童
手
当
が

振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

　

6
月
5
日
以
降
、
該
当
す
る
金
融
機

関
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
振
り
込

ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
子
ど
も
家
庭

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
課
総
務
係

　

0
2
2
―
1
3
6
3

　

今
年
7
月
よ
り
、
免
除
制
度
は
全
額

免
除
・
半
額
免
除
に
加
え
、
4
分
の
3

免
除
と
4
分
の
1
免
除
が
新
設
さ
れ
、

4
段
階
と
な
り
ま
す
。

　

免
除
の
審
査
は
申
請
者
本
人
、
申
請

者
の
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

な
ど
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
す
。

■
平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
カ
月
１
３
、８
６
０
円
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
は

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。
ま
た
、

郵
便
局
や
銀
行
の
窓
口
で
納
め
ら
れ
る

ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
、フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ン
ク
ス
、
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
（
ヤ
マ

ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
）
な
ど

問
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所

　

0
0
2
2
4
―
5
1
―
3
1
1
1

　

市
民
課
国
民
年
金
相
談
係

　

0
2
2
―
1
3
1
2

　

次
回
の
市
議
会
定
例
会
は
6
月
12
日

（
月
）開
会
予
定
で
す
。
詳
し
い
日
程
は

議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
の
で
、

6
月
9
日（
金
）以
降
に
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
議
会
事
務
局　

0
2
2
―
1
3
5
1

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
4
月
末
ま
で
に

市
内
で
既
に
13
件
の
火
災
が
発
生
し
、

昨
年
1
年
間
の
16
件
に
迫
る
勢
い
で

す
。そ
の
う
ち
10
件
が
建
物
よ
り
出
火
、

2
名
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
暖
か
い
季
節
に
な

り
、
行
楽
で
山
な
ど
に
出
か
け
る
機
会

が
多
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
火

を
使
用
す
る
場
合
、
十
分
な
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、
例
年

林
野
火
災
が
発
生
す
る
時
期
で
す
。
特

に
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

火
災
は
命
や
財
産
を
一
瞬
で
奪
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
各
人
の

注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
様

の
注
意
で
火
災
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課　

0
2
2
―
1
3
1
4

　

新
規
学
卒
者
の
採
用
計
画
は
お
決
ま

り
で
し
ょ
う
か
。
平
成
19
年
3
月
新
規

中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を
対

象
と
し
た
求
人
の
受
け
付
け
が
6
月
20

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
事
業
主
の
皆
様

に
は
、
新
規
学
卒
者
を
対
象
と
し
た
採

用
計
画
に
つ
い
て
早
期
に
検
討
さ
れ
、

1
人
で
も
多
く
の
求
人
を
申
し
込
み
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
職
業
相
談
部
門

学
卒
担
当　

0
2
5
―
3
1
0
7

〜
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
〜

　

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日

で
す
。
皆
さ
ん
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委

員
が
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て

人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
内
容

　

結
婚
、
離
婚
、
家
族
の
い
ざ
こ
ざ
、

扶
養
、
相
続
、
遺
言
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
差
別
待
遇
、
法
律
扶
助
な
ど

【
第
1
回
】

●
日
時　

6
月
3
日（
土
）10
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
2
階
第
2
研
修
室

【
第
2
回
】

●
日
時　

6
月
15
日（
木
）10
時
〜
15
時

●
場
所　

市
庁
舎
2
階  

第
2
会
議
室

問
大
河
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
仙
台
法
務
局
大
河
原
支
局
内
）

0
0
2
2
4
―
5
2
―
6
0
5
3

生
活
環
境
課
総
務
係

0
2
2
―
1
3
1
4

　

地
方
税
法
お
よ
び
条
例
な
ど
の
改
正

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
見
直
し
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
個
人
住
民
税

●
所
得
割
の
税
率
を
10
％
比
例
税
率
化

（
平
成
19
年
度
〜
）

　

所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源

移
譲
に
よ
り
、
課
税
所
得
額
に
関
係
な

く
一
律
10
％
（
県
民
税
4
％
・
市
民
税

6
％
）
と
な
り
ま
す
。

●
定
率
減
税
の
廃
止（
平
成
19
年
度
〜
）

　

現
行
の
所
得
割
額
の
7
・
5
％
（
上

限
2
万
円
）
の
定
率
減
税
が
廃
止
と
な

り
ま
す
。

●
非
課
税
基
準
の
引
き
下
げ

【
均
等
割
】
35
万
円
×
（
本
人
＋
控
除

対
象
配
偶
者
＋
扶
養
親
族
数
）
＋

16
万
8
千
円
（
マ
イ
ナ
ス
8
千
円
）

【
所
得
割
】
35
万
円
×
（
本
人
＋
控
除

対
象
配
偶
者
＋
扶
養
親
族
数
）
＋
32
万

円
（
マ
イ
ナ
ス
3
万
円
）

■
固
定
資
産
税

●
固
定
資
産
税
額
の
求
め
方
の
改
正

　

土
地
の
新
し
い
価
格
に
比
べ
て
こ
れ

ま
で
の
税
負
担
が
低
い
土
地
に
つ
い
て

は
、
価
格
の
5
％
分
を
、
前
年
度
の
課

税
標
準
額
（
税
額
を
計
算
す
る
基
礎
と

な
る
額
）に
加
え
る
方
式
と
な
り
ま
す
。

【
土
地
に
つ
い
て
の
税
額
の
求
め
方
】

・
住
宅
用
地　

課
税
標
準
額
（
固
定
資

産
評
価
額
×
6
分
の
1
【
2
0
0
㎡

を
超
え
る
部
分
は
、
3
分
の
1
】）

×
税
率
（
1
・
4
％
）

・
商
業
地
な
ど　

課
税
標
準
額
（
固
定

資
産
評
価
額
の
70
％
が
上
限
）
×
税

率
（
1
・
4
％
）

　

た
だ
し
、
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が

低
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
課
税
標
準
額

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

①
住
宅
用
地　

今
年
度
の
評
価
額
に
6

分
の
1
【
2
0
0
㎡
を
超
え
る
部
分

は
、
3
分
の
1
】
を
掛
け
た
額
（
以

下
、
Ⓐ
と
標
記
）
と
比
べ
て
…

・
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
Ⓐ
の
80
％

以
上
100
％
未
満
の
場
合
、
前
年
度
の

課
税
標
準
額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

・
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
Ⓐ
の
80
％

未
満
の
場
合
は
、
前
年
度
の
課
税
標

準
額
＋
Ⓐ
の
5
％
と
な
り
ま
す
。

②
商
業
地
な
ど　

今
年
度
の
価
格
（
以

下
、
Ⓑ
と
標
記
）
と
比
べ
て
…

・
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
Ⓑ
の
60
％

以
上
70
％
以
下
の
場
合
、
前
年
度
の

課
税
標
準
額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

・
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
Ⓑ
の
60
％

未
満
の
場
合
は
、
前
年
度
の
課
税
標

準
額
＋
Ⓑ
の
5
％
と
な
り
ま
す
。

●
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税

減
額
措
置
の
創
設（
平
成
19
年
度
〜
）

　

昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
の
住
宅

で
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
一
定
の
改

修
工
事
（
1
戸
当
た
り
工
事
費
30
万
円

以
上
）
を
行
っ
た
場
合
、
申
告
に
よ
り

当
該
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の
税
額

は
1
戸
当
た
り
1
2
0
㎡
相
当
分
ま
で

の
税
額
が
2
分
の
1
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
市
た
ば
こ
税

●
税
率
の
引
き
上
げ　

平
成
18
年
7
月

1
日
よ
り
、
1
、0
0
0
本
当
た
り
の

税
額
が
次
の
と
お
り
改
正
と
な
り
ま
す
。

①
旧
3
級
品

　

1
、5
6
4
円
（
プ
ラ
ス
1
5
2
円
）

②
旧
3
級
品
以
外

　

3
、2
9
8
円
（
プ
ラ
ス
3
2
1
円
）

　

梅
雨
で
長
雨
の
降
る
6
月
は
、
が
け

崩
れ
や
地
滑
り
な
ど
の
土
砂
災
害
の
多

い
時
期
で
す
。
が
け
崩
れ
は
突
然
起
こ

る
こ
と
が
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
も
早
い
た

め
、
人
家
の
近
く
で
起
こ
る
と
逃
げ
遅

れ
る
人
が
多
く
、
死
者
の
出
る
割
合
も

高
く
な
り
ま
す
。災
害
が
起
き
た
と
き
、

家
族
全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
先
を
決
め

て
お
く
と
と
も
に
、
雨
や
台
風
、
地
震

な
ど
の
情
報
に
常
に
注
意
し
、
危
険
を

感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ん
な
と
き
は
特
に
危
険
！

●
斜
面
か
ら
急
に
水
が
わ
き
出
す
。

●
斜
面
か
ら
小
石
な
ど
が
落
ち
て
き
た
。

●
石
垣
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁
に
、

ず
れ
や
は
ら
み
、
亀
裂
が
生
じ
た
。

問
建
設
課　

0
2
2
―
1
3
2
6

　

今
年
度
に
入
り
、「
架
空
請
求
」

の
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成

16
年
度
が
最
も
多
く
、
当
市
に
お
け

る
「
架
空
請
求
」
の
相
談
は
全
相
談

件
数
の
50
％
で
し
た
。
昨
年
度
は
や

や
減
少
し
30
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
度
に
入
り
「
身
に

覚
え
の
な
い
ハ
ガ
キ
」
の
相
談
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
・
安
全
な
消
費
生
活
を
送
れ

ま
す
よ
う
再
度
「
架
空
請
求
」
に
つ

い
て
取
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

　

架
空
請
求
の
手
口
が
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
最
近
は
「
民
事
訴
訟
通
達

セ
ン
タ
ー
」「
関
東
管
理
事
務
局
」「
民

事
訴
訟
通
達
事
務
局
」
な
ど
と
公
的

機
関
で
あ
る
か
の
よ
う
な
名
称
を
名

乗
っ
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
が
な
い

場
合
や
不
安
な
と
き
は
、
請
求
相
手

に
連
絡
せ
ず
、
消
費
生
活
相
談
室
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
セ
ン

タ
ー
が
ま
と
め
た
全
国
の
架
空
請
求

に
つ
い
て
の
相
談
件
数
は
、
平
成
16

年
度
で
67
万
件
と
、
前
年
度
の
67
倍

に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
最
も
多

い
の
は
「
通
信
販
売
会
社
様
か
ら
の

委
託
を
受
け
た
。」
な
ど
と
、
い
か

に
も
債
権
譲
渡
を
受
け
た
か
の
よ
う

に
言
っ
て
請
求
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

ま
た
、
法
務
大
臣
の
許
可
を
得
た

債
権
回
収
業
者
を
名
乗
っ
た
り
、
探

偵
事
務
所
を
名
乗
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
請
求
内
容
の
パ
タ
ー
ン
も
さ
ま

ざ
ま
で
、「
信
用
情
報
機
関
へ
の
ブ

ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
登
録
や
動
産
・
不
動

産
・
給
料
の
差
し
押
さ
え
を
執
行
官

立
会
の
も
と
強
制
執
行
す
る
。」
な

ど
と
丁
寧
に
コ
メ
印
付
き
で
書
い
て

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
最
近
、
架
空
請
求
業
者
の
新

し
い
手
口
と
し
て
少
額
訴
訟
手
続
き

（
小
額
訴
訟
は
一
日
で
判
決
が
出
て

し
ま
う
た
め
、
放
置
し
て
し
ま
う
と

欠
席
裁
判
と
な
り
、
原
告
側
の
言
い

分
ど
お
り
の
判
決
が
出
さ
れ
る
）
を

利
用
し
、
実
際
に
訴
訟
を
提
起
す
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。「
万
が
一
、
身

に
覚
え
の
な
い
場
合
、
早
急
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。」
と
急
が
せ
、
ま
た

不
安
が
ら
せ
て
個
人
情
報
を
入
手

し
、
後
日
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
利

用
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
連
日
、

個
人
情
報
は
漏
え
い
し
て
い
ま
す
。

「
ハ
ガ
キ
」
が
来
た
ら
ど
こ
か
ら
来

た
か
で
は
な
く
、
こ
れ
以
上
個
人
情

報
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

不
安
が
ら
ず
に
必
ず
、
相
談
室
ま

た
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

身
近
な
こ
と
か
ら
あ
な
た
の

人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

国
民
年
金
の
減
免
制
度
が

７
月
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す

市
内
で
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

事
業
主
の
皆
様
へ

〜
１
人
で
も
多
く
の
求
人
申
し
込
み
を
〜

各
種
税
率
が
変
更
に
な
り
ま
す

問
税
務
課　

0
２
２
―
１
３
１
３

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
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地区名

ごみ区分

6月のごみ収集日程は、下記のとおりとなっておりますので、ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆6月のごみ収集日予定表（日付は6月の収集日です）
越　河
斎　川
大　平

火 月 金 木 金 月 水

火・金

2・6・9・
13・16・
20・23・
27・30

  6・13・
20・27

  5・12・
19・26

  5・12・
19・26

2・9・16・
23・30

1・8・15・
22・29

2・9・16・
23・30

  7・14・
21・28

1・5・8・12・15・19・22・
26・29

1・5・7・8・12・
14・15・19・21・
22・26・28・29

2・6・7・9・
13・14・16・
20・21・23・
27・28・30

月・木 月・水・木 火・水・金

6日（火）

13日（火）

20日（火）

20日（火）

27日（火）

7日（水）

14日（水）

21日（水）

21日（水）

28日（水）

2日（金）

16日（金）

23日（金）

2日（金）

16日（金）

23日（金）

5日（月）

12日（月）

19日（月）

19日（月）

26日（月）

ペットボトル
（第１曜日）
び  ん  類
（第2・第5曜日）

紙　　類

もやせるごみ

缶
（第3・第5曜日）
プラスチック
（第３曜日）
もやせないごみ
（第４曜日）

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

5日（月）

12日（月）

19日（月）

19日（月）

26日（月）

6月のごみ収集日について（お知らせ）

生活環境課　022－1314

1日（木）

15日（木）

22日（木）

○不忘・川原子地区のもやせるごみは､毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前 8 時 30 分までに集積所に出してください（収集車が回収する時刻に合わせての搬出や前夜出
しはしないでください）。

○びんは、色により 3種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に入れて出してください。
○缶類とプラスチック類は、それぞれに分けて資源の袋（赤）に入れて出してください。

◎スプレー缶や使い捨てガスライターのごみの出し方について
  次のことをきちんと守ってごみ出しをしてください。
★スプレー缶などは、①中身を必ず使い切ること。②必ず穴を開けること（風通しの良い所で）。
★ガスライターは、ガスを使い切ること。

◎事業系のごみの排出についてのお願い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
　普段より、ごみの分別にご協力いただきありがとうございます。最近、集積所に飲食店などのものと思われる「びん」
などが排出される事案が発生しています。事業活動により生じるごみは集積所に出すことはできません。集積所は市民
の皆様の生活で生じたごみだけを出すことができます。事業者の方は一般廃棄物処理業許可業者と契約していただきま
すようお願いいたします。
　なお、一般廃棄物処理業許可業者の一覧は「ごみの分別・出し方ガイドブック」に記載しています。

●狂犬病予防注射（追加）の実施について
  市では、毎年4月に狂犬病予防注射を実施していますが、まだ飼い犬の予防注射を受けていない方は、回覧チラシをご
覧の上、最寄りの会場で接種させてください（6月22日（木）に各公民館を巡回して実施します）。
　また、①登録犬が死亡したとき、②飼い主の氏名や住所などが変更になったときは、市に届け出が必要になります。
当日受け付けもできますので、手続きくださいますようお願いいたします。

  9日（金）
30日（金）
16日（金）
30日（金）

  9日（金）
30日（金）
16日（金）
30日（金）

  8日（木）
29日（木）
15日（木）
29日（木）

〈注意事項〉犬を登録している方は、鑑札（小判形）を持参してください（保健所の職員が来るまで待っていただくことがあります）。
　　　　　 猫の場合は、必ず麻袋（土のう袋は不可）など丈夫な袋に入れてください。また、届け出書が必要となりますので印鑑をご持参ください。

●日時　6月8日（木）、29日（木）  11:00～11:30（時間厳守）
●場所　健康センター前

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ

G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
税
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
一
世
帯
当
た
り
の
「
介
護
納
付
金
」

の
課
税
限
度
額
が
8
万
円
か
ら
9
万

円
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

②
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の
方

に
つ
い
て
は
、
公
的
年
金
控
除
の
縮

小
に
伴
う
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、

平
成
18
年
度
と
19
年
度
に
公
的
年
金

等
特
別
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
平

成
18
年
度
は
13
万
円
、
19
年
度
は

7
万
円
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
2
割
軽
減
申
請

  

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
割
額
、

資
産
割
額
、
均
等
割
額
（
1
人
当
た
り

の
額
）
お
よ
び
平
等
割
額
（
1
世
帯
当

た
り
の
額
）
の
合
計
額
が
1
年
間
に
納

め
る
税
額
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額

が
軽
減
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

軽
減
基
準
は
、次
表
の
と
お
り
で
す
。

●
2
割
軽
減
は
申
請
が
必
要
で
す

　

2
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
（
7
割
・
5
割
の
軽
減

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
申
請

は
不
要
で
す
）。
2
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
方
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
受
付
期
間
（
期
間
厳
守
）

6
月
15
日（
木
）〜
6
月
30
日（
金
）、

8
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
を

除
き
ま
す
。）

●
申
請
受
付
場
所　

市
庁
舎
1
階
税
務
課

※
軽
減
制
度
は
い
ず
れ
も
所
得
の
申
告

を
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係

　

0
2
2
―
1
3
1
3

●
日
時　

6
月
30
日（
金
）10
時

●
場
所　

市
庁
舎
3
階 

第
3
会
議
室

●
参
加
資
格　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず

原
則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
公
売
方
法　

入
札

●
当
日
持
参
す
る
物　

印
鑑
（
法
人
の

場
合
は
代
表
者
印
）、
委
任
状
（
代
理

人
の
場
合
）、
買
い
受
け
代
金

※
都
合
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
公
売
日
の
前
日
に
収
納

管
理
室
ま
で
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
収
納
管
理
室　

0
2
2
―
1
3
1
3

●
児
童
扶
養
手
当
月
額

　

児
童
1
人
に
つ
き
4
1
、
7
2
0
円

※
第
2
子
に
係
る
加
算
額
は
5
、0
0
0

円
、第
3
子
以
降
は
3
、0
0
0
円
で

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。な
お
、一
部
制
限

額
は
月
額
4
1
、7
1
0
円
〜
9
、8
5
0

円
と
な
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
月
額

　
（
障
害
児
一
人
当
た
り
）

（
1
級
）
5
0
、
7
5
0
円

（
2
級
）
3
3
、
8
0
0
円

●
障
害
児
福
祉
手
当
月
額 

1
4
、3
8
0
円

●
特
別
障
害
者
手
当
月
額 

2
6
、4
4
0
円

●
経
過
的
福
祉
手
当
月
額 

1
4
、3
8
0
円

※
支
払
月
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。

問
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

0
2
2
―
1
4
0
0

　

右
左
折
車
両
に
よ
る
事
故
を
防
止
し

て
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
た
め
、
3
月

よ
り
す
ま
ｉい

る
広
場
前
の
信
号
機
が

「
歩
車
分
離
式
」
と
な
り
ま
し
た
。「
歩

車
分
離
式
」
と
は
、交
差
点
に
お
い
て
、

歩
行
者
と
車
両
が
通
行
で
き
る
時
間
帯

を
分
離
す
る
方
式
で
す
。交
差
点
で
は
、

運
転
者
は
車
両
用
信
号
を
、
歩
行
者
は

歩
行
者
用
信
号
を
よ
く
確
認
し
て
通
過

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
白
石
警
察
署　

0
2
5
―
2
1
3
8

　

生
活
環
境
課　

0
2
2
―
1
3
1
4

しているときに、支援を受け導いてもらうことで、現状
を受け止め前へ進むことができます。私たち看護師はこ
のことを十分理解し、思いやりを持って看護を行うこと
が大切と考えています。
　患者様が、病院を訪れたときから帰るときまでの間に、
対応するすべての医療スタッフ一人一人が思いやりを
持って対応できる
病院づくりを目指
しています。また、
健康に関する小さ
なことでも構いま
せんので、一人で
悩まず、気軽に受
診していただけた
らと思っていま
す。

　当院で働くスタッフを通して刈田病院の今をご紹介し
ます。第２回目は看護部の山内上席看護部長です。

　思いやりのある看護を目指して

　今春から、刈田病院の看護部責任者として勤務するこ
とになりました山内です。
　私は、小さいころに入院し、
親元を離れて寂しい気持ちで
いるときに、優しく接してく
れた看護師さんの姿を見て、
自分の将来の夢を描き看護師
を目指しました。
　人は病気になると突然に、
当たり前の日常的なことがで
きなくなります。不安で混乱

公立刈田綜合病院紹介公立刈田綜合病院紹介

2割 5割 7割 軽減の割合
納
税
義
務
者
お
よ
び
国
保
加
入
者
の

前
年
中
の
合
計
所
得
額
が
33
万
円
＋

（
35
万
円
×
被
保
険
者
数
）
以
下

納
税
義
務
者
お
よ
び
国
保
加
入
者
の

前
年
中
の
合
計
所
得
額
が
33
万
円
＋

（
24
万
5
千
円
×
納
税
義
務
者
を
除

く
被
保
険
者
数
）
以
下

納
税
義
務
者
お
よ
び
国
保
加
入
者
の

前
年
中
の
合
計
所
得
額
が
33
万
円
以

下 国
の
示
す
軽
減
基
準
額
な
ど

申請必要 申請不要 申請不要

す
ま
ｉい

る
広
場
前
の
信
号
機
が

「
歩
車
分
離
式
」
に
な
り
ま
し
た

制
度
改
正
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
支
給
額
が

減
額
に
な
り
ま
し
た

国
保
税
が
変
わ
り
ま
し
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
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※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報を22ページに掲載しています。

１．犬たちのネバーエンディング・ストーリー
  小田原　泰久著
２．松本清張の陰謀 佐　藤　一　著
３．会津藩斗南へ 星　　　亮一著
４．東京のドヤ街・山谷でホスピスを始め
 ました。 山本　雅基　著
５．日本列島の自然史 国立科学博物館　編
６．三代もつ木の家を直営でつくる
 平山　友子　著
７．シングルモルト＆ウイスキー完全ガイド
  PAMPERO編
８．古布に魅せられた暮らし 学研出版
９．どうして？ ジム・ウイリス原作
10．藤田嗣治 湯原　かの子　著
11．百歳まで歩く 田中　尚喜　著
12．読むだけで「書く力」が劇的に伸びる本
  芦永　奈雄　著
13．さちぼん 峰　ハチヨ　著
14．母よ キム　ジョンヒョン　著
15．終末のフルール 伊坂　幸太郎　著
16．べっぴんぢごく 岩井　志麻子　著
17．悪魔の種子 内田　康夫　著
18．笹色の紅 河治　和香　著
19．エンキョリレンアイ 小手鞠　るい　著
20．愛のあとにくるもの 辻　仁成　著
21．ぼくはマサイ　　　　
  ジョゼフ・レマソライ・レクトン　著
22．こども地震サバイバルマニュアル
  国崎　信江　著
23．描かれた四季
  ウエンディ・リチャードソン編
24．こぶたのブウタ 神沢　利子作・絵
25．バビロンまでは何マイル　上・下
  ダイアナ・ウィン・ジョーンズ　著
26．チャレンジミッケ！２
  ウオルター・ウィック作
27．14ひきのねこのおかいもの
  たかぎ　あけみ　著
28．らっこのうみ 手島　圭三郎　作・絵
29．10ぴきのかえるのピクニック
  間所　ひさこ　作
30．カッパがついてる 村上　康成　作

■新着図書案内30選■
（1～20…一般書、21～30…児童書）

１．平面図形のパズル
２．立体図形と移動のパズル
３．数と推理のパズル ほか

　大型絵本やファンタジー読みもの
など、児童図書を中心に約300冊を
展示します。
　皆さん、ぜひお立ち寄りください。

●日時　6月15日（木）～18日（日）
開館時間内にご覧いただけます。
15日（木）は19時まで、18日（日）は
16時までとなります。
●場所　2階ホール
　展示の図書は貸し出しできません
が、1階児童室に貸し出し可能な同
じ本がある場合があります。
　借りたい本が見つかりましたら職
員に声を掛けてください。

　郷土資料室に宮城県内の資料を集
め、貸し出しています。地元の貴重
な資料をお持ちの方、自分で本を出
版された方は、図書館に寄贈くださ
いますよう、ご協力をお願いします。
古くて多少傷んでいるものでも構い
ませんので、お持ちください。

　昨年4月から、毎週木曜日の開館
時間を19時まで延長し、毎週日曜
日の開館時間を9時に繰り上げまし
た。その結果、多くの家族連れの方
や仕事帰りの方、学生の皆さんなど
にご利用いただきました。
　今年度も引き続き、開館時間を延
長していますので、皆さん、ぜひご
利用ください。
●木曜日夜（2時間延長）47回実施
入館いただいた方の合計　1,285人
●日曜日朝（1時間延長）49回実施
入館いただいた方の合計　1,049人

　ほかの図書館から取り寄せた資料
も、コピーできるようになりました。
ただし、所蔵館の条件により、コピー
できない場合もあります。
　また、お客様の持ち込みの資料は
コピーできません。

「おはなしひろば」については、子育て情報（22ページ）に掲載しています。

　5月3日から5日にかけて開催された
｢第48回全日本こけしコンクール」で
の入賞作品を展示します。
　こけしコンクールで見逃してし
まった方、また会場で一度見た方も、
弥治郎こけし村で名工の逸品をぜひ
ご覧ください。
●開催期間　7月10日（月）まで

　自分だけのオリジナルこけしを描
いてみませんか?
●絵付け料　600円（木地代含む）

　市内在住のこけし工人が制作した
作品からも、数多くの入賞作品が誕
生しました。上の写真は、農林水産
大臣賞を受賞した、加賀沼勝子さん
の作品「そよ風二本組」です。

　再就職準備のセミナーに参加しま
せんか。｢成功する面接のマナー｣や、
働く上で知っておきたい「国民年金・
厚生年金の基礎｣など、情報がいっ
ぱいです。
【第1回】
●日時　6月29日（木）9:30～12:30
●内容　働く女性の実情・成功する
面接のマナー・地域の求人、求職状
況など
【第2回】
●日時　7月7日（金）9:30～12:30

●内容　国民年金・厚生年金の基礎、
再就職と健康管理、採用したいと思わ
せる履歴書と職務経歴書の作り方など
●会場　ふれあいプラザ研修室（2階）
●定員　各20名
●対象　妊娠、出産、育児、介護な
どのために退職し、再就職を希望し
ている方など
※2歳以上のお子さんの託児も行い
ます（要予約）。
●申し込み先　ふれあいプラザ事務
室まで電話でお申し込みください。
　また、第1回・第2回の両方を受
講することもできます。

■全日本こけしコンクール入賞作品展
■展示される入賞作品の紹介

3 土・日・祝も開館しています！
ふれあいプラザ 開館時間　8:30～17:15

（土・日・祝は10:00～16:00）

（ふれあいプラザ事務室）022-6025　422-6027
（男女共同参画相談センター）022-6035　422-6037
（ファミリー・サポート・センター）0・425-5488

　DV（配偶者間の暴力）、セクハラ、
ストーカーで悩んでいませんか?一
人で抱え込まずに、一緒に解決方法
を探りましょう。電話での相談もで
きます。また、自分の心や、生き方、
人間関係を見つめたい方へのカウン
セリングも行っています。お気軽に
ご利用ください。
相談は無料、秘密は守ります
　専門の相談員による相談は月・水・
金の9:00～16:30です（緊急時はこ
の限りではありません）。
●場所　字本町27（ふれあいプラザ）

4 白　石　城
024-3030　424-3033
開館時間　9:00～17:00

　白石城および益岡公園では、四季
を通じていろいろな花を楽しむこと
ができます。6月はセイヨウシャク
ナゲやツツジなどが見ごろとなりま
すので、ぜひご覧ください。

5 いきいきプラザ
6月の休館日　5・12・19・26日
022-1635　422-1636

「ひし形花瓶ドッシリ君」
　牛乳パックでひし形の花瓶を作っ
てみませんか。
●日時　6月17日（土）
　　　　10:00～11:30

●日時　6月3・10・17・24日
（いずれも土曜日）
8:30～12:00

●日時　6月24日（土）
　　　　8:30～12:00

6 あしたば白石
（働く婦人の家）

0・425-5095
6月の休館日　5・11・19・25日

　四十九院家に伝わる話、丸森の昔
話など…訪ねてみませんか。
●日時　6月30日（金）8:30～16:00
●行き先　丸森町など（大型バス使用）
●内容
・昔話「夕方飴

あめ

買いに来る若い女は」ほか
・四十九院の由来ほか
●定員　32名（先着順）
●申込受付開始日
　6月1日（木）
●参加料　2,700円
　　　　　（バス代・保険料ほか）

7 材木岩公園内「検断屋敷」など 問そば処小原なごみ茶屋　029-2760
開館時間 9:00 ～ 16:30

●営業時間　10:00～15:00
●主な品ぞろえ　お菓子類、おみや
げ類、材木岩名物ソフトクリ-ム

●料金　レンタルつりセット100円、
釣りえさ300円、魚釣り代（ニジマ
ス1kg（6・7匹見当）当たり1,700円
●営業時間　10:00～16:00

●営業時間　11:00～15:00（水曜日定休）
※「小原いきいき直売所」については、
17ページの「しろいし・フレッシュ
マーケットだより」に掲載しています。

　材木岩公園内の検断屋敷で4月30
日、第3回春の検断屋敷まつりが開
催されました。
　敷地内に設置された特設会場で
は、検断屋敷まつり初登場となる景
綱囃子が披露されたほか、おなじみ
の南中ソーランや小原音頭といった
踊りが披露され、市内外から訪れた
人の目を楽しませました。
　このほか、紙飛行機飛ばし大会や
紅白もちまきなどの多彩な催しが行
われ、公園内は一日中、たくさんの
人でにぎわいました。

　検断屋敷では、四季折々に合わせ
たイベントを毎年開催して、たくさ
んの皆さんに楽しんでいただいてお
ります。

▲今年は「景綱囃子」で盛り上がりました。

8 弥治郎こけし村 6月の休村日　7・14・21・28日
開村時間9:00～17:00　026-3993

9 図書館 6月の休館日　2（館内整理日）・5・12・19・26日
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/
開館時間　火・水・金・土曜日　9:00 ～ 17:00
　　　　　木曜日 9:00 ～ 19:00・日曜日 9:00 ～ 16:00026-3004　426-3505

受講無料
■Re・Beワークセミナーの開催 ■男女共同参画相談支援センター

■今月の花暦 ■定期リサイクル教室（定員10名）

■青っ葉市（毎週土曜定期市）

■フリーマーケット（第４土曜日）

■民話を訪ねる講座参加者募集！

見学無料
■「材木岩売店」

■土・日・祝日営業「つり堀」

■「そば処小原なごみ茶屋」

入村無料

■こけしの絵付けを体験ください！

今月の書棚

秋山　仁先生の作る！解く！IQパズル大百科　全６巻
学研 出版　秋山　仁 監修

▲大型絵本の数々。右下の３冊が通常サ
イズの絵本です。

子どもの絵本展示会 平成17年度から開館時間を延長し
ました！！

～景
かげ

綱
つな

囃
ばやし

子も登場！～第3回春の検断屋敷まつり

地元の資料を集めています
他館の資料もコピーできます

図 書 館ひ◆ろ◆ば



5．青っ葉市直売所
①ポーチパーク【１月第３週～12月第４週】
　○販売日時：毎週水・土曜日、9:00～13:00
②本郷店【２月第２週～12月第３週】
　（旧国道113号角田街道踏切そば）
　○販売日時：毎週水曜日、8:30～12:00
③いきいきプラザ【５月第２週～12月第３週】
　○販売日時：毎週土曜日、8:30～12:00
④松田麺業（今年は休業します。）

●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜、山菜、タケノコ、ささ巻
き、漬物など

●問い合わせ：菊地トミ　025-46003．小原いきいき直売所【定休日：第１・３火曜日】
●販売日時：４月～ 11月、10:00 ～ 15:00
●場　　所：小原材木岩公園内
●今月の品ぞろえ：木炭、豆みそ、山菜、野草など
●問い合わせ：小原いきいき直売所　029-2760

4．馬牛沼産直センター【定休日：毎週月・水・金曜日】
●販売日時：毎週火・木・土・日曜日、10:00 ～ 17:00
●場　　所：国道４号沿い馬牛沼付近
●今月の品ぞろえ：キャベツ、ニラ、ワラビ、ミツバ、クレ

ソン、タケノコなど
●問い合わせ：馬牛沼産直センター　025-0520

1．道ばた市【定休日：毎週水曜日】
●販売日時：通年、9:00～17:00
●場　　所：深谷小学校三住分校南側
●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜
●問い合わせ：道ばた市　024-8310

2．百姓市場
●販売日時：毎週火・日曜日、10:00～13:00
●場　　所：ポーチパーク内ほか
●今月の品ぞろえ：放し飼い卵、季節の旬の野菜、漬物
●問い合わせ：佐久間義昭　025-6836

6．バーバ工愛市（クラブいち）【１月～３月は休業】
●販売日時：毎週水・土曜日、９:00～12:00
●場　　所：水曜日…JAみやぎ仙南白石地区本部構内

土曜日…JAみやぎ仙南福岡支店構内
　　　　（アグリハウス）

●今月の品ぞろえ：季節の旬の野菜、花、しそ巻き、豆みそ、
手芸品、漬物など

●問い合わせ：JAみやぎ仙南女性部白石地区バーバ工愛市
　　　　　　025-1344

　（財）自治総合センターでは、コミュニティの健全な発
展と宝くじの普及広報を図るため、宝くじの収入を財源
に、コミュニティ活動への助成事業を実施しています。
　市町村や自治会などのコミュニティ組織の住民が、
自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の
連帯感に基づく自治意識が盛り上がることを目指して、
コミュニティ活動に直接必要な備品などに対し、助成
される事業です。
　平成18年度は、県内で79団体、当市では10団体が助
成決定となりました。なお、この事業は毎年実施され、
募集は10月ごろとなりますが、追加募集もありますの
で、詳細は宮城県生活・文化課のホームページでご覧
いただけます。

生涯学習課
022-1327

問

コミュニティ助成〈宝くじ〉事業 地域コミュニティ育成支援事業
「やる気応援事業」補助金交付団体募集
～共汗、共学、共生によるまちづくりを目指して～

　まちづくり団体を支援するため、平成18年度「地
域コミュニティ育成支援事業（愛称：やる気応援事
業）補助金」交付団体を募集します。昨年度に採択
した団体も申請できますので、皆様のやる気をお待
ちしています。
●対象となる団体【次のすべての項目に該当する団体】
①営利を目的としない団体
②恒常的にコミュニティ活動に貢献できる団体
③おおむね３年以内に組織された団体
④おおむね５人以上で組織された小規模な団体
⑤上部組織の傘下にない団体
●対象となる事業【ほかから補助金を受けていない
ことが条件で、次のいずれかに該当する事業】
①地域資源を活用した地域活性化に資する事業
②地域コミュニティの醸成が図られる事業

（例）講演会などの開催、みこし・太鼓などの備品
購入、地域植栽の苗・肥料購入など

●補助内容
①補 助 率　補助対象経費の1/2以内
②限 度 額　１団体につき10万円
③補助期間　３年以内
●申請期限　６月30日（金）

●平成18年度交付団体名簿
亘理町自治会 山車の修繕、法被、ちょうちん、垂れ幕
白石地域振興連合会 ハイビジョンテレビ、DVDビデオカメラなど
東益岡青年会 大太鼓・小太鼓の修繕、ばち
西益岡自治会 太鼓山車
柳町自治会 みこし、はんてん
小原地区活性化推進協議会 除雪機、ワイヤレスアンプ、家形テントなど
城北コミュニティ推進協議会 ハイビジョンテレビ、ブルーヒーターなど
鷹巣地区コミュニティ推進協議会 卓球台、炊飯器、簡易倉庫、ブルーヒーターなど
白石市〈一般〉 市民活動用の貸出備品の整備
白石市〈青少年健全育成〉 わんぱく少年教室の開催

しろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだより

しろいし産の新鮮な旬の農作物などの直売所情報を掲載します。

■市内施設のなるほどイベント情報
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■パソコン講習会・アテネ塾

1 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　水～日曜日・祝日　9:00～17:00 6月の休館日　5・6・12・13・19・20・26・27日
022-1500　422-1502

●申し込み締め切り
6月分:6月7日　7月分:7月5日
※締め切り後でも定員に空きがあれ
ば受講できますので、お問い合わせ

●申し込み方法　ハガキ（FAX）ま
たはアテネ備え付けの申込用紙で、
各締め切り日までにお申し込みくだ
さい。郵送（FAX）の場合には①
住所②氏名③年代④連絡先の電話番
号⑤利用者カード番号⑥希望コース
名と希望月日を明記してください。
受講料、テキスト代は当日1階事務
室にお持ちください。
申込書のあて先　
〒989-0257　白石市字亘理町37-3

白石市情報センター
※締め切り日に集計し文書にて講習
日をお知らせします。定員を超えた
コースは抽選などで調整します。
　なお、講師用に受講者名簿（氏名、
年代のみ記入）を作成しますので、
あらかじめご了承くださいますよう
お願いします。

ください。
●会場　アテネ3階会議室（研修室）
●受講資格　白石市民または市内に
通勤、通学している方で図書館共用
利用者カードをお持ちの方

■碧水園開館15周年記念「白石城薪能」　　　　　　　　　　　　　　　
●日時　6月18日（日）15:00開場・16:00開演
●会場　白石城本丸（雨天時：白高体育館）
●内容　オープニング「景

かげ

綱
つな

囃
ばやし

子」
【第1部】16:00～　子ども能楽教室・
地元愛好者による発表会
【第2部】16:30～
観世流素

す

謡
うたい

「神
かみ

歌
うた

」　鈴木佐太郎
火入れ式
見どころ解説　観世喜

よし

正
まさ

観世流能「羽
はごろも

衣」　小島英明
和泉流狂言「棒

ぼう

縛
しばり

」野村萬
まん

斎
さい

観世流能「安
あだちがはら

達原」観世喜
よし

之
ゆき

（20:10終演予定）
●入場料（指定完売）
自由席5,000円、学生券2,000円
●チケット取り扱い　碧水園
※自由席については、当日14時から会場で整理券を配ります。

　今月の碧水園は、イベントが盛り
だくさん！！
　皆さん、新緑の「碧水園」にどう
ぞお越しください！！

●日時　6月4日（日）10:00開演
　日本舞踊、琴、長

なが

唄
うた

、謡曲、神
かぐら

楽
など、地元の伝統芸能をお楽しみく
ださい。

【明解！『羽
はごろも

衣』『安
あだちがはら

達原』の世界】
　6月18日の｢白石城薪

たきぎ

能
のう

｣の本公演
に先立ち、能の基本から作品の歴史
背景まで、分かりやすく解説する講
座です。
　どなたでも入場できますので、お
気軽にお越しください。
●日時　6月4日（日）13:00～
●講師　観

かん

世
ぜ

流
りゅう

能楽師　小島英明氏

　枯山水の庭を眺めながらの、一服
いかがですか。
●日時　6月4日（日）10:00～15:00
●お茶券　400円

2 古典芸能伝承の館「碧水園」 6月の休館日　5・12・19・26日
0・425-7949

■水
み

無
な

月
づき

の碧水園茶会
　【裏千家男性会員薄茶席】

パソコン講習会・アテネ塾　6月・7月分日程表

コース名 時間 6月 7月 定員 受講料 テキスト代 内　　容

基礎コース
（3時間） 9:30 ～ 12:30 17（土）15（土）10 名 無料 1,000 円 パソコン操作の基礎

インターネット・電子
メールコース（3時間）13:30 ～ 16:30 17（土）15（土）10 名 無料 1,000 円 インターネット・電子メールの利用の仕方

Word2003コース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 23（金） ̶ 10名2,000 円 1,000 円 Word（ワープロソフト）の基本操作

※基礎コース終了程度の方

Word（会報作成）
コース（6時間） 9:30 ～ 16:30 ̶ 21（金）10 名2,000 円 1,449 円 Wordで会報作成※Word2003コース終了程度の方

Word（チラシ作成）
コース（6時間） 9:30 ～ 16:30 ̶ 22（土）10 名2,000 円 1,449 円 Wordでチラシ作成※Word2003コース終了程度の方

Excel2003コース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 24（土） ̶ 10名2,000 円 1,000 円 Excel（表計算ソフト）の基本操作

※基礎コース終了程度の方
※基礎コースのテキストでインターネット・電子メールコースも受講できます。
※Word（会報作成）のテキストで（チラシ作成）コースも受講できます。

■第 15回伝統芸能フェスティバル
入場無料

■ふれあい能楽セミナー特別講座

■碧水園開館 15周年記念「白石城薪
たきぎ

能
のう

」

■｢白石茶道子ども教室｣参加者募集
　5歳から小・中学生までが対象です。
お作法を楽しみながら覚えられます。
途中からでも入れますので、皆さんぜ
ひご参加ください。
●日時　6月10日（土）・24日（土）
　　　　10:30～12:00
●場所　碧水園茶室
●参加費　1回200円（お茶・菓子代）

入場無料
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輝いています。今のあなた

●対象団体　農家組合、農業法人（3
戸以上）、農林業関係任意組合・団体

（3戸以上）、森林組合で、地域農林業
の活性化に貢献が期待できる団体
●対象事業　ほかの団体などから補
助を受けていない団体で、次のいず
れかに該当する事業
①産地拡大推進型事業　新たな農林
産物・加工品の導入・拡大などを実
施して産地拡大を図り、地域農業を
発展させようとする事業
②集落環境保全型事業　農村環境、
生活環境などの保全につながる減農
薬・減化学肥料などへの取り組みや、
有害鳥獣被害防止に必要な事業
③集落営農促進型事業　集落営農を
促進させるために必要な事業
●補助内容
①補助率　ソフト事業の場合は、補
助対象経費の2分の1以内、ハード
事業の場合は3分の1以内
②補助限度額　一団体につき50万円
③補助期間　3年以内
●申請期限　平成18年6月30日（金）
問農林課農政係　022-1253

　男女共同参画の推進を目的に、互
いが対等なパートナーとして生活で
きる社会づくりに向けた「川柳」を
募集します。奮ってご応募ください。
●応募資格
　市内に在住または、通勤、通学さ
れている方
●応募方法
　ハガキ・FAXまたはEメールで
作品（川柳）・氏名・住所・電話番号・
年齢・性別・職業（学校名・学年）
を記入して、子ども家庭課に送付・
送信してください。また、直接持参
いただいても結構です。
●応募期限　6月30日（金）
●賞
　特選（賞金20,000円）、入選（賞
金10,000円）、審査員特別賞（賞金
5,000円）各1点。
　なお、入賞作品は、各種PRなど
に活用させていただきます。
●申し込み・問い合わせ先
　子ども家庭課　022-1363
●Eメールアドレス
kodomo@city.shiroishi.miyagi.jp

白石市職員（上・中級）を募集します 「ほのぼの川柳コンクール」
作品募集

●試験日時など
■第一次試験
・試験日時　7月23日（日）10:00～16:00
・試験種目　教養試験、専門試験、
　　　　　　論文試験
■第二次試験
・試験日　9月中旬
・試験種目　人物試験、身体検査
※第二次試験の詳細については、第
一次試験合格者に別途通知します。
●受験手続き
　総務課に用意された採用試験申込
書を使用し、所要事項を記入の上、
提出してください。
●申込受付期間・時間
　6月1日（木）～6月23日（金）
　8:30～17:00（土・日を除く）
問総務課人事係　022-1331

　宮城県では、警察官A（大学卒業、
卒業見込みおよびこれと同等以上対
象）採用試験を実施します。申込書
は、白石警察署やお近くの交番、駐
在所で配布しています。
●採用区分　警察官A（大学卒業、卒
業見込みおよびこれと同等以上対象）
●申し込み締め切り　6月16日（金）
※郵送申し込みは最終日消印有効
●問い合わせ先
県警採用フリーダイヤル
00120-204-606
※白石警察署（025-2138）またはお
近くの交番、駐在所でも対応します。

　市では、平成18年度の上級およ
び中級職員の採用試験を次のとおり
行います。
●職種および採用予定人員
【上級（大学卒業程度）】
行政　1名程度
【中級（短大卒業程度）】
保育士・幼稚園教諭　3名程度
●受験資格
上級:行政
・昭和52年4月2日から昭和60年4月
1日までに生まれた者
中級:保育士・幼稚園教諭
・昭和57年4月2日から昭和62年4月
1日までに生まれた者
・保育士および幼稚園教諭の資格を
有する者または平成19年3月31日ま
でに資格を取得する見込みの者

～楽しく体を動かしましょう！～

●日時　6月18日（日）8:30～
●会場　スポーツセンター
　　　　（旧勤労者体育センター）
●種目　小学生以上の2名1組によ
る団体戦
●募集人員　60組
●申し込み方法
　各公民館に備え付けの申込書に記
入し、6月12日（月）までに社会教育
課スポーツ振興係に提出してくださ
い。
●主催　教育委員会・中央公民館
●用具　主催者側で準備します。
※そのほか、体育館用シューズを準
備してください。服装は軽装で結構
です。
問社会教育課スポーツ振興係（中央

公民館内）022-1343・26-2453

第4回市民シャフルボード大会
参加者募集

出席していただきます。
●賞　出品作品に選ばれた方には、
賞金30,000円を贈呈します。
●制作補助
①制作に必要なビデオテープなどの
消耗品を、3,000円を上限に現物支
給します。
②希望される方には、情報センター

（アテネ）の映像編集機器の技術指
導を行います。
●応募期限　10月6日（金）
●応募方法　6月30日（金）までに、
氏名（団体の場合は団体名と代表者
氏名）・住所・電話番号・年齢・性別・
職業または学校名（学年）・編集技
術指導の有無を電話・FAXまたは
Eメールでご連絡ください。
　作品は、10月6日（金）まで総務課
広報広聴係（市庁舎3階）にご提出
ください。
●申し込み・問い合わせ先
総務課広報広聴係
022-1331・424-4861
●Eメールアドレス
koho@city.shiroishi.miyagi.jp 　パソコンに触れてみたい方、また

はパソコン初心者の方に、「シニア
ネット白石蔵王」の会員が楽しくサ
ポートします。
　主にシニアの方を対象としていま
すが、年齢制限はありませんので、
どうぞお気軽に参加ください。
●日時　6月14日（水）13:30～16:00
※1月・8月を除く毎月第2水曜日に
開催します。
●場所　アテネ3階会議室（研修室）
●申し込み・問い合わせ先
　シニアネット白石蔵王事務局
　斎藤　025-2762　

　東日本放送の主催で開催されてい
るCM大賞。今年のCM大賞作品は、
広く市民の皆さんから募集し、その
中から1点を応募したいと思います。
皆さんの応募をお待ちしています。
●作品の内容　観光・物産・伝統・人
物・動物・歴史や自然など、当市の自
慢や魅力を表現した未発表の作品
●作品タイトル　25文字以内
●作品秒数　30秒
●作品企画　家庭用ビデオ（VHS・
DV）または放送業務用ビデオ（β
カム・D2）
※そのほか、制作に当たっての注意
事項は、応募の申し込みの際にお渡
しします。
●応募資格　市内在住で、映像制作
を職業としていない個人や団体なら、
どなたでも応募できます。
●著作権など　応募作品の著作権は
市に帰属します。また、放送などに
関する著作権は東日本放送に帰属し
ます。代表作品に選ばれた方は、
12月7日（木）10:00からイズミティ
21で開催される「発表審査会」に

　仙台国税局では、バイタリティあ
ふれる職員を募集しています。国の
財政を支える税務職員に、あなたも
チャレンジしてみませんか?
　たくさんのご応募をお待ちしてい
ます。
●受験資格　昭和61年4月2日～平
成元年4月1日に生まれた者
●申込受付期間
6月20日（火）～6月27日（火）
●受験申込書の請求について
　最寄りの税務署、仙台国税局人事
第二課または人事院東北事務局に請
求してください。
問人事院東北事務局
　0022-221-2022
　仙台国税局人事第二課
　0022-263-1111（内線3236）

税務職員（高校卒業程度）募集

越河駅前駐車場利用者募集

「2006みやぎふるさとCM大賞」出品作品募集
～あなたの作品がテレビで放送される…！～

シニアパソコンサロンinアテネ
参加者募集

バドミントンクラブ会員募集

　適度のスポーツで心身をリフレッ
シュしませんか。
　運動不足の方、初心者大歓迎です。
●日時　毎週木曜日19:30～21:00
●場所　大平小学校体育館
●会費　月額1,000円（他に入会時
にスポーツ保険1,500円）
●申し込み・問い合わせ先
　白石バドミントンクラブ
　代表　佐久間俊夫　025-6802

第7回Eボート子ども交流会
in 七ヶ宿参加者募集

平成18年度白石和紙あかり製作
ワークショップ参加者募集

　七ヶ宿は7市10町の水がめ“七ヶ
宿ダム”がある「水源のまち」です。
七ヶ宿ってどんなところかな?
　同じ水を飲んでいる子どもたちに
会いに行こうよ！！
●日時　7月23日（日）～24日（月）
●場所　七ヶ宿町
●内容　Eボート、ダム湖での水遊
び、炭焼き体験、野外炊飯、天体観
測、ハイキング、バンガロー泊など
●対象　小中学生（小学4年生以上）
※保護者または小学3年生以下の方で
参加希望の方はお問い合わせください。
●参加費　2,500円（食事・炭代・
宿泊・保険代など含む）
●定員　40名程度（申込順）
●申し込み方法　6月30日（金）まで、
Eメールまたは電話・FAXにてお
申し込みください。
●申し込み・問い合わせ先
NPO法人　水環境ネット東北
0022-723-1390　4022-723-1391
●Eメール　mizunet@gray.plala.or.jp

●日時　7月8日（土）・9日（日）
　　　　（両日とも13:00～17:00）
●場所　壽丸屋敷・広間（中町）
●内容　あかり製作、白石和紙の話
●募集人員　20人（申込順）
●参加費　3,000円

（白石和紙、電球セット、
竹ひご、ボンドなど）

●持参する物　はさみ、ペンチ、カッ
ター、筆記用具、絵筆など
●主催　蔵富人（くらふと）
●申し込み・問い合わせ先
　蔵富人・阿部　0090-2727-5319

　越河駅前駐車場の利用者を募集し
ています。ご利用を希望される方は、
越河地域振興会（越河公民館内）に
お申し込みください。
●利用料　月額2,100円
●申し込み・問い合わせ先
越河地域振興会（越河公民館内）
028-2101

参加無料

▲製作された白石和紙のあかり作品の数々

参加無料
警察官募集地域農業いきいき推進事業

補助金交付団体募集



白 石 市 立越 河 小 学 校
め ざ す 児 童 像

　市内の各小学校では、学習指導要領の狙いを受け「子どもたちの生きる力をはぐくむ」さまざまな教育活動を行い、
特色ある学校づくりを進めています。
　「教育のひろば」では、家庭・学校・地域がお互いを理解し協力しあえる姿を目指し、教育活動の紹介をします。
今月号は越河小学校です。

特色ある教育活動の紹介 地域に学ぶ　総合学習

こいのぼり大運動会・学習発表会 米づくり・干し柿づくり・野菜づくり

保育園との交流 健全育成講演会

　越河小学校では、毎年地域の方を招待して行
っている教育活動があります。代表的な活動は
2つあり、1つは、毎年5月、大空にこいのぼりが
泳ぐ中、全校児童が元気いっぱい演技をする
「こいのぼり大運動会」です。こいのぼりは、地
域の皆さんから寄付いただいたものと児童が
紙で作ったものを飾ります。もう1つは、毎年
10月に行っている学習発表会です。太鼓・合唱・
群読（詩の朗読）など学年ごとの全校児童の発
表です。太鼓は、毎日練習を重ね、苦労して成功
させました。最初は、うまくそろいませんでした
が練習を重ねた結果、一人ひとりたたくタイミ
ングが分かるようになりだんだん楽しんで練習
をするようになりました。一緒に練習をすると友
達のたたく太鼓にも刺激され、またうまくでき
るととても良い表情になりました。

　めざす児童像を具現化するため、
「体の仕組みや健康の大切さを知り、自ら進んで
体を鍛える子」
「自他の良さを認め、誰とでも仲良くできる子」
「自ら課題を見つけ、探求し、学習意欲に燃える
子」
の3つを重点努力目標として低学年、中学年、高
学年ごとに具体的な取り組みを行っています。
　地域の中で子どもたちを育てていきたいと考
えておりますので、地域の皆さんのご協力をお願
いします。

問越河小学校　028-2008　428-2048
　URL：http://www.kosugou-e.myswan.ne.jp/
　Eメール：chief@kosugou-e.myswan.ne.jp

　地域の方々の指導・協力の下、5・6年生が挑戦しました。米づくりは、
素足で田んぼに入り、手で植え、稲刈りは、かまを使って行いました。
　干し柿づくりは、柿採りから始め、へた取り、皮むきそして柿をつるし
て干しました。柿には、いろんな形、かたいものやわらかいものがある
こと、皮むきがとても難しいこと、皮むきをするとしぶが飛び、飛んだし
ぶは、服などにつくと洗ってもなかなか落ちないこと、干した柿がいつ
の間にか甘くなることなど、たくさんのことが分かりました。
　野菜づくりでは、夏にトマトの苗
を植えました。毎日水をあげ、少し
ずつ大きくなっていく様子が観察
できました。花が咲くと、実がなる
のが待ち遠しく楽しみで、なったト
マトは水で洗ってみんなで食べまし
た。すっぱくて甘いトマトでした。
　昨年は、｢ひとめぼれ」120kgを
収穫し、干し柿は1,000個つくりま
した。

　毎年6年生が実施していま
す。「お米」「干し柿」の収益金
で絵本を購入し、保育園に行っ
て園児に絵本の読み聞かせを
しています。

　小さい子に絵本を読むのは、
初めてで不安そうでしたが、そ
の反面楽しみにもしているよ
うです。当日は、ひざの上にだ
っこや、隣に座って読んだりし、
園児の皆さんはとても真剣に
聞いてくれました。練習の成果
が発揮できて大好評でした。

　全校児童65名の夢がかな
って、小学5年生の国語の教科
書にも掲載してある詩「あな
たの心のなかに」の作者、詩人
工藤直子さんを講師に招き、
お話を聞くことができました。
「自分の感じたことを感じたま
まに表現して詩をつくりましょ
う。」とのお話に、参加した児童
だけでなく、先生、保護者の皆
さんも感激していました。
　本校では、5年生だけでな
く、全校で周りの植物、昆虫な
ど自然を題材に詩をつくり地
域を理解する取り組みを進め
ています。

▲とても上手になった柿の皮むき

自分自身を高めつづける児童の育成
○自分の健康を考える子ども　○相手の気持ちを考える子ども　○事実を見つめる子ども
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▲絵本大好き！
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２０回記念大会２０回記念大会

9月17日(日)開催!!
走快！みやぎ蔵王高原マラソン大会走快！みやぎ蔵王高原マラソン大会

２０回記念大会

9月17日(日)開催!!
走快！みやぎ蔵王高原マラソン大会

　みやぎ蔵王高原マラソン大会は、昭和６２年９月６日に第１回大会が開催され、今年で２０回目を　みやぎ蔵王高原マラソン大会は、昭和６２年９月６日に第１回大会が開催され、今年で２０回目を
迎えることになりました。迎えることになりました。
　観光地百選山岳の部日本一の蔵王山、みやぎ蔵王高原を舞台に繰り広げられる大会は、市民の皆　観光地百選山岳の部日本一の蔵王山、みやぎ蔵王高原を舞台に繰り広げられる大会は、市民の皆
様を様をはじめ、多くのランナーの皆様に愛され、秋のみやぎ蔵王の一大イベントとして定着してきました。め、多くのランナーの皆様に愛され、秋のみやぎ蔵王の一大イベントとして定着してきました。

　みやぎ蔵王高原マラソン大会は、昭和６２年９月６日に第１回大会が開催され、今年で２０回目を
迎えることになりました。
　観光地百選山岳の部日本一の蔵王山、みやぎ蔵王高原を舞台に繰り広げられる大会は、市民の皆
様をはじめ、多くのランナーの皆様に愛され、秋のみやぎ蔵王の一大イベントとして定着してきました。

ゲストランナー「浅井えり子」さんがやってきます。

●日時　９月16日(土)14:00～
●会場　中央公民館・大ホール
●演題　「走り続けて思うこと」

〔スポーツ講演会〕

〔参加申し込み受け付け中〕

　今年の大会には、ゲストランナーとして、ソウルオリンピック女子マラソン代表の浅井えり子さんがや
ってきます。また、大会前日には浅井さんによるスポーツ講演会を開催します。お楽しみに！

【プロフィール】
　東京都足立区出身。ソウルアジア大
会、ローマ世界陸上、ソウルオリンピッ
クなどに出場。1994年、名古屋国際女
子マラソンで優勝、自己ベスト記録は、
1993年の2時間28分22秒。
　現在は、自ら走る傍ら、選手指導にも
携わっている。また各地でランニング教
室なども行い、ＬＳＤ理論の普及に力を
注いでいる。著書に「ゆっくり走れば速
くなる」(ランナーズ社)がある。

開催日　９月１７日（日）雨天決行　受け付け8:20～・開会式9:15～
場　所　南蔵王野営場
種　目　①3km＝小学生男女（4年生以下の部および5･6年生の部）、
　　　　　　　　親子ペア（親と小学生）、中学女子
　　　　②5km＝中学生男子、高校生男子、一般男女（女子は高校生以上）
　　　　③10km＝一般男女（高校生以上）
　　　　④20km＝一般男女（高校生以上）
　　　　⑤ウォーキング5km＝60歳以上
　　　　⑥ジョギング3km＝小学生以上の健康な方（男女制限なし）
参加料　小・中学生1,000円　高校生1,250円
　　　　一般・親子ペア2,500円　ウォーキング1,500円
　　　　ジョギング2,000円
締め切り　８月11日(金)
走快！みやぎ蔵王高原マラソン大会ホームページ
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/con-edu/kougen

◎ソウルオリンピック代表浅井えり子さんと走ろう。
◎大会前日、浅井さんによるスポーツ講演会を開催。
◎小学生の部が４年生以下と５・６年生の部に分かれま
した。
◎ＩＣタグによる自動計測を導入！フィニッシュの混雑も
これで解消！
◎２０回記念大会記念品を参加者全員へプレゼント。
◎ミズノ製大会記念Ｔシャツ、スポーツドリンク、牛乳、ソ
フトクリーム、温泉入浴券を参加者全員にプレゼント。
◎ハズレくじなし！お楽しみ抽選券プレゼント(大抽選会
開催)。
◎参加者全員に完走（歩）証を授与。入賞者には賞状と
副賞を授与。

２０回大会は　　　　　がいっぱい！good！

たくさんの皆さんのご参加
をお待ちしています。

入場無料

700ｍ
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マラソンコース高低図

高原マラソンコース図
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　虫歯ができてしまったら治療
しなければ治りません。特に、
子どもの虫歯は進行が早いので、
早めに治療することが大切です。
　ぜひ、虫歯があるお子さんも
３歳６カ月児健診までに、虫歯
を治してメダルをもらいましょ
う。

問健康推進課　022－1362

虫歯を早く治して
メダルをもらおう！

●お子さんとお母さんの健診と相談　（場所：健康センター）

●子育てサロン　（場所：健康センター）

4月の３歳６カ月児健診で
虫歯のなかったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！ む

し
歯

な
い
子
の

全員集合

※「ママとパパの教室」に参加できない方には、母子健康手帳を健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8：30～17：15）。
※「乳幼児健康診査」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。
※「2歳6カ月児親子歯科健康診査」には家で使用しているお子さんの歯ブラシを持参してください。

※毎月１回実施します。託児も行っていますので、希望する方は事前に予約してください。

●麻しん（はしか）・風しんの予防接種について（お知らせ）
　７歳６カ月未満で麻しん（はしか）・風しんの予防接種をまだ受けていないお子さんは９月まで公費負担で受けることができますの
で、早めにお受けくださいますようお願いします。なお、２歳未満のお子さんは、麻しん・風しん混合ワクチンの接種になります（麻しん・
風しん混合ワクチンの予診票・委託書のない方は医療機関に準備してあります）。

ま

7月分
内容 月日 対象者

受付時間

4カ月児健康診査
6カ月児育児相談
1歳６カ月児健康診査

3歳6カ月児健康診査

2歳6カ月児
親子歯科健康診査

乳幼児相談

ママとパパの教室
母子健康手帳交付
妊　婦　相　談（　　　   ）

7月26日（水） 平成18年  3月生まれ
7月28日（金） 平成18年  1月生まれ
7月27日（木） 平成16年12月生まれ

7月28日（金） 平成16年  1月生まれ

7月25日（火） 平成15年  1月生まれ

7月21日（金）

7月11日（火）母子手帳交付を希望する方、妊娠中の方やその家族の方

月日 対象者

乳幼児～未就学児のお子さんと
おうちの方が対象

6月分

6月21日（水） 平成18年  2月生まれ
6月23日（金） 平成17年12月生まれ
6月22日（木） 平成16年11月生まれ

6月23日（金） 平成15年12月生まれ

6月20日（火） 平成14年12月生まれ

6月  1日（木）

6月13日（火）母子手帳交付を希望する方、妊娠中の方やその家族の方

乳幼児～未就学児のお子さんと
おうちの方が対象

13：00～13：10

妊婦歯科検診 6月13日（火）、10月10日（火）、2月13日（火）の3日間、上記の「ママとパパの教室」と合わせて行います。

9：20～9：30
13：00～13：10

13：00～13：10

13：00～13：10

9：15～9：45

9：20～9：30

10：00～11：009：30～
6月  8日（木）
7月19日（水）

内　　　　　容 受付時間 サロン
講師の先生と共に子育てについてのお話をしながらゆったりと過ごすサロンです。
子育てに興味・関心のある方ならどなたでも参加できます。

月　日

平　間　智　和
吉　村　響　華
髙　橋　怜　椰
本　多　美　羽
熊　谷　康　平
深　田　彬　矢
眞　壁　依　央
菅　野　嵩　大

くん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

くん

ちゃん

くん

渡　邉　優　衣
佐　藤　　　凛
佐　藤　朋　樹
玉　手　風　花
小　熊　寛　輝
平　間　和　樹
新　山　心　唯

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

くん

ちゃん

2223

●定員　8組
●講師　助産師　岩佐あけみさん
（母乳育児相談室マミーぱい×2所属）
●内容　オイルマッサージ
●参加費　100円程度（オイル代）
●持参する物　バスタオル
●申し込み方法　6月23日（金）まで、
ふれあいプラザ内子育て支援セン
ターに電話でお申し込みください。

　南保育園3階およびふれあいプラ
ザ内の子育て支援センターでは、子
育てに関する相談に応じています。
申し込みは必要ありませんので、い
つでもご利用ください。
※不明な点やそのほか子育てについ
ての情報は、ふれあいプラザ内子育
て支援センターにお問い合わせくだ
さい。

地域子育て支援センター「あいあい」
（ふれあいプラザ内）
022-6025・422-6027
開館日　月～金　8:30 ～ 17:15

（南保育園３階）
026-2586・426-2917

■子育て相談

　５月14日、中央公民館において
こどもまつりが開催され、会場は楽
しそうな子どもたちの笑い声であふ
れていました。
　今年は、前日までの雨のため中央
公民館に会場を移し、ボランティア
の皆さんによる昔ながらの遊びや手
作りのゲームに、参加した子どもた
ちは熱中していました。

ファミリー・サポート・センター
（ふれあいプラザ内）
0・425-5488
受付時間　月～金9:00～17:00

リー・サポート・センター補償保険
に加入します。市で加入しますので、
個人負担はありません。

※2人目（兄弟・姉妹）からは、1
時間250円になります。
☆★プレイルームやんちゃっこ★☆
　雨の日は外で遊べなくて子どもた
ちもかわいそう！そんなとき、親子
で楽しく過ごせる所…といったら
やっぱり、ふれあいプラザの“やん
ちゃっこ”！！
　地域子育て支援センターの事業の
一部がふれあいプラザで行われるよ
うになって、やんちゃっこはますま
す子どもたちの声でにぎわっていま
す。お友達と誘い合って、ぜひ遊び
に来てください。

●日時　6月28日（水）9:30～11:30
●会場　大平公民館
●定員　20組
●講師　宮城わらべうたの会
　　　　髙橋貞子さん
●持参する物　お子様用にお茶また
はお水をご持参ください。また、親
子ともに上靴をご持参ください。
●申し込み方法　6月23日（金）まで、
ふれあいプラザ内子育て支援セン
ターに電話でお申し込みください。

　赤ちゃんの心にタッチをしてみま
せんか？
●日時　6月29日（木）9:30～11:30
●会場　ふれあいプラザ和室（2階）
●対象　生後3カ月～7カ月ごろまで

●日時　6月8日（木）15:15～

●場所　図書館2階文化室

●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ

●対象　どなたでも

6月のおはなしひろば

　子どもたちに伝えたい昔遊びを、
子どもも大人も一緒に楽しめる交流
会です。
　親子で、またお友達と誘い合って
ご参加ください。会員でない方も、
ぜひご参加ください。
●日時　6月16日（金）10:00～11:30
●場所　ふれあいプラザ
●内容　お手玉・歌遊び・手遊び、
語りべによる民話など

　入会金・年会費は必要ありません。
●依頼会員　子育て
のお手伝いをして欲
しい方
●提供会員　子ども
を預かったり、送迎
したりできる方
●両方会員　依頼会
員と提供会員の両方を兼ねる方
※万一の事故に備え、会員はファミ

■ファミサポ交流会を開催します！

のびのび元気に遊ぼう！！

第30回こどもまつり

●日時　6月14日（水）9:30～11:00
●場所　南保育園2階ホール
●対象　1～2歳児
●定員　20名
●申し込み方法　6月12日（月）まで、
ふれあいプラザ内子育て支援セン
ターに電話でお申し込みください。
※当日の駐車場は、南保育園3階子
育て支援センター玄関前をご利用く
ださい。

●日時　6月22日（木）9:30～11:30
●会場　斎川公民館
※お茶またはお水をご持参ください。
※参加希望の方は、直接会場におい
でください。

■リトミックをします！ ■「わらべうた遊び」をします！
参加無料

■「あいあい広場」を開催します
参加無料

参加無料

■「ベビーマッサージ」を開催します

参加無料

■会員随時募集中！

▲楽しく遊ぶ子どもたち

▲サポートママ

子ども一人につき１時間の基準額

昼間（月～金の7:00～19:00）
早朝（7:00以前）
夜間（19:00以降）
土・日・祝祭日

500円

病児保育（軽度の病気） 500円
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玉うどん 250g×4個

パプリカ赤 1個

パプリカ黄 1個

ピーマン 4個

玉ネギ 大1個

鶏ひき肉 250ｇ

ブナシメジ 1袋

長ネギ 1本

ニンジン 50ｇ

キュウリ 1本

油 適量

塩・コショウ 少々

めんつゆ 40ml

和風ドレッシング 適量

健康ひろば健康ひろば
生活習慣病
予防のための

※問い合わせ先
健康推進課　022-1362
（健康センター内）

　

休
み
の
日
に
急
に
歯
が
痛
く

な
っ
た
り
、
入
れ
歯
が
壊
れ
た

り
し
て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
院
が
あ
っ
て
も
、
休
日
で
は

診
て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

白
石
刈
田
地
区
で
は
白
石
市

を
は
じ
め
と
す
る
行
政
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
平
成
14
年
３
月

よ
り
白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内

２
階
に
休
日
歯
科
診
療
所
を
開

設
し
て
、
皆
様
の
要
望
に
こ
た

え
て
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
方

式
の
歯
科
休
日
診
療
所
は
県
内

で
は
仙
台
市
、
石
巻
市
に
続
く

も
の
で
、
場
所
も
市
中
心
部
に

あ
り
、
従
来
の
在
宅
当
番
医
制

よ
り
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所
は

年
間
70
日
、
日
曜
・
祝
日
、
年

末
年
始
に
開
院
し
、
時
間
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

昼
休
み
時
間
は
特
に
設
け
ず
、

で
き
る
だ
け
お
待
た
せ
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
担
当
医

は
白
石
歯
科
医
師
会
の
会
員
が

交
替
で
担
当
し
、
ま
た
、
室
内

は
段
差
を
な
く
し
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
使
用
に
よ
り
車
い
す
で
の

通
院
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
あ
く
ま
で
も
応
急
処

置
を
行
う
診
療
所
で
あ
り
、
そ

の
後
の
治
療
に
つ
い
て
は
当
日

の
担
当
医
に
関
わ
ら
ず
、
か
か

り
つ
け
の
歯
科
医
院
へ
診
療
情

報
を
伝
達
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
痛
み
な
ど
は
我

慢
せ
ず
来
院
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
の
成
人
歯
科
健
診

も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
該
当

さ
れ
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

「
白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所
」

真壁歯科医院　院長

真壁　秀幸

Ｑ．住民税非課税世帯の場合、
国保の高額療養費の計算はどう
なりますか？

Ａ．高額療養費とは、医療費の自
己負担額が高額になったとき、申
請すれば、限度額を超えた分が払
い戻される制度です。
　住民税非課税世帯の場合は、
自己負担限度額（月額）は35,400
円です。限度額の考え方は大きく
2通りあります。1つ目は、1人の人
が、月内に、1つの医療機関に支
払った自己負担額が限度額を超え
た場合です。2つ目は、1世帯で、月
内に各医療機関に支払った自己
負担額が21,000円以上の場合
が複数あったとき、合計して限度
額を超えた場合です。
　申請には、保険証、世帯主名義
の通帳（郵便局以外）、印鑑（認め
印で可）のほかに医療機関発行
の領収書も必要になります。
　なお、12カ月間に高額療養費
の支給を4回以上受ける世帯は、
4回目からは限度額が引き下げら
れますし、住民税課税世帯や70歳
以上の方は、限度額や計算方法
が異なります。詳しくは下記までお
問い合わせください。

問健康推進課
　国民健康保険係・老人保健係
　022-1362 

そこが知りたい
国保・老人保健

●休日当番医・調剤薬局

●こころの保健事業　（場所：健康センター）

●健康プラン21（健康づくりに取り組みましょう）

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所）

●健康料理講習会

場所 時間 持ち物
エプロン、三角布、米半合
材料代300円

各　地　区 9:30～13:30

平成18年 6月4日～10日は「歯の衛生週間」です。
自分の歯を有するということは、食べ物をかむという行為のほか、食や会話を楽しむといった生活の質を保っていくための基本となるものです。
正しい歯磨き・定期的な歯科受診を生活の中に取り入れ、歯の健康を守りましょう。

○しろいし健康プラン21では、60歳以上で24本以上、80歳で20本以上の自分の歯を有する人を増やすことを目指しています。

自分の健康は自分でつくりましょう。講習会にはどなたでも参加できます。
ヘルスメイト白石会員の健康に関するお話や保健師・栄養士などのお話、調理実習を行います。

○国内ハンセン病療養所入所者などに対する保証金制度について（お知らせ）
　間もなく請求期限となりますので、対象者でまだ請求されていない方はお早めに手続き
くださいますようお願いします。
●支給対象者：平成８年3月31日までに国内ハンセン病療養所に入所されており、補

償法施行日において生存されている方
●請求期限：６月21日（水）
※そのほか、次の方につきましては、補償金を請求できません。
①すでに補償金を受けられている方
②ハンセン病に関する裁判上の和解が成立されている方
問宮城県保健福祉部健康対策課　結核感染症班　0022-211-2632

エルム調剤薬局
025-1680

フジ薬局
024-3355

うさぎ薬局  
026-3557

四ツ目屋薬局（蔵王町宮）
032-3360

やまきクリニック
026-3888

公立刈田綜合病院
025-2145

6月  4日

6月11日

6月18日

6月25日

7月  2日

7月  9日

7月16日

引地泌尿器科内科クリニック
026-2823

公立刈田綜合病院
025-2145

水野内科クリニック
025-2736

公立刈田綜合病院
025-2145

梅津内科医院
024-3571

公立刈田綜合病院
025-2145

塚本内科消化器科
026-1026

橋本整形外科医院
025-1616

内方医院（蔵王町）
032-2101

公立刈田綜合病院
025-2145

さんた薬局
026-3376

佐藤医院（蔵王町）
032-2002

公立刈田綜合病院
025-2145

にしうら薬局（蔵王町宮）
032-3020

あさひ薬局
022-5040

白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所（
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）　　

0
２
５-

４
７
４
４

事業名 対象者 内容 相談日時
こころの相談

（精神保健福祉相談）
もの忘れ相談
（認知症相談）

心の健康問題を抱える人およびその家族

もの忘れ、認知症の方およびその介護で悩む方々

精神科医による個別相談      

精神科医による個別相談 6月21日（水）
7月19日（水）

6月  6日（火）
7月  4日（火）

  9:30～12:00
  9:30～12:00
13:00～15:00
13:00～15:00

※相談を受ける方は、事前に予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（022-1362）にお問い合わせください。

事業名 対象者 内容 相談日時

アルコール専門相談

思春期・引きこもり
専門相談

アルコールの問題を抱えている本人および
その家族

思春期の心の問題を抱えた本人および
その家族、関係者、ひきこもりの状態の本人
および家族、関係者

精神科医、相談員による個別相談

精神科医による相談、診察および
相談員によるカウンセリング

  6月  9日（金）13：00～15：00
  6月23日（金）13：00～15：00
  7月14日（金）13：00～15：00
  7月28日（金）13：00～15：00

  6月  2日（金）13：00～15：00
  7月  7日（金）13：00～15：00

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所　母子障害班（0０２２４-５３-３１３２）にお問い合わせください。  

◎

◎

◎

◎印は、相談員によるカウンセリングのみ

月日 内科 外科 調剤薬局 歯科

※各地区健康料理講習会日程・会場
6月  8日（木） 八宮生活センター
6月12日（月） 斎川原集会所
6月19日（月） 上森合集会所
6月27日（火） 大鷹沢公民館
7月  5日（水） 内親生活センター（白川）

2425
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■人口　39,640人（前月比）＋44人　　■世帯数

19,430 20,210 13,756
※住民基本台帳から
　4月30日現在

市内の交通事故
事故発生件数 70件 （287件）
死 亡 者 数 0人 （    1人）
負 傷 者 数 17人 （  60人）
物 損 件 数 56件 （240件）

市内のシートベルト
着用率

5月1日　10:00～10:15　97.0％
（舞鶴会館前交差点）

4/1～ 4/30
（　）は累計

6月の定例相談会
6月15日（木）　10:00～15:00
市庁舎２階　第２会議室
6月15日（木）　10:00～15:00
市庁舎２階　第２会議室

4月から電話での相談のみとなります。
ご相談したい方は、電話相談センター
（ 022-221-3007または022-783-7842）
 までお問い合わせください。

6月15日（木）　9:10～15:30
市庁舎３階　第３会議室
6月15日（木）　10:00～15:00 
市庁舎4階　第4会議室
6月9日（金）　10:00～12:00
 農林振興センター
6月6日（火）　9:30～12:00
健康センター（要予約 22-1362）
6月21日（水）　13:00～15:00 
健康センター（要予約 22-1362）
6月14・28日（水）　13:00～15:00
福祉プラザやまぶき
（リオン）
6月8日（木）・21日（水）　13:00～14:00
（ワイデックス）
6月27日（火）　13:00～14:00
市庁舎１階　東側和室

毎週月・水・金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）
22-0783
毎週月・火・木・金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター
22-1342（内線445）
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター

毎週月・水・金　9:00～16:30
男女共同参画相談支援センター
（ふれあいプラザ内）
電話相談も実施（ 22-6035）

随時（仙南保健福祉事務所）
（ 0224-53-3132）

人権擁護

行 政

税 務

社会保険

無料法律

農 家

精神保健

もの忘れ

障 害 者

補 聴 器
巡 回
サービス

消費生活

青 少 年

家庭児童

ＤＶ・　　
セクハラ

母子寡婦

相談種別 相談日時・会場

16ミリ　　  写機操作技術講習会映 白石市文化財愛護友の会主催
　　  化財講演会文

●ゲスト　リサ・アラキ
　　　　　（白石市国際交流員）
　　　　　アダム・ヴォート
　　　　　（白石市外国語指導助手）
　　　　　エリック・マッカロン
　　　　　（白石市外国語指導助手）
　　　　　リチャード・シェリー
　　　　　（白石市外国語指導助手）
●参加費　500円
●申し込み・問い合わせ先
ALTAshiroishi（勤労青少年ホーム）
0・425-3720
Eメール　kinro@city.shiroishi.miyagi.jp
●電話受付時間　13:00～21:00
（日曜、祝祭日を除く）

「　　IGOで話そうin壽
す

丸
まる

屋敷」part26
～Adam､Eric&Richard Farewell Party～開催！！E

　今回はもうすぐ白石を離れるアダ
ム、エリック、リチャードのさよな
らパーティです。
　これまでこのイベントを楽しく盛
り上げてくれた3人も今回が最後の
参加！今までの思い出をEIGO（英
語）でお話ししましょう。
　もちろん「英語はちょっとしか話せ
ないなぁ…」という方も大丈夫。スタッ
フが分かりやすく説明しながら進め
ますので、どなたでも参加できます。
　たくさんの方のご参加をお待ちし
ています。
●日時　7月1日（土）13:30～
●場所　壽丸屋敷（中町）

●日時　6月10日（土）14:00～15:30
●会場　中央公民館視聴覚室（2階）
●講師　東北大学　佐藤巧名誉教授
●演題　『明治ロマン薫るすてきな
建物～旧刈田病院～』
●内容　現在の図書館向かいにある
旧刈田病院（旧中央公民館）の、一見古
びた建物のひそかな魅力を紹介しま
す。※詳細は社会教育課ホームペー
ジ（以下のURL）をご覧ください。
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/
section/con-edu/index.html

　文化財愛護友の会は、歴史や文化
財が好きな方々で組織されていま
す。ぜひご参加ください！
●主な事業　文化財巡り、文化財講
演会（それぞれ年2回）など
●会費　年間2,000円
●申し込み・問い合わせ先
白石市文化財愛護友の会事務局
（白石市社会教育課内）022-1343

　この講習会に参加し、検定に合格
すると認定証が取得できます。
　子ども会や地区、職場などさまざ
まな場面で活用できる資格です。こ
の機会にぜひご参加ください。
●日時　6月15日（木）・16日（金）
両日とも18:00～21:30
※申込者が少ない場合は15日のみ
となります。
●場所　中央公民館
●対象　高校生以上の市民の方、ま
たは市内に勤務している方
●定員　20名
※講師数および機材台数に応じて変
更になる場合があります。
●申し込み方法　中央公民館に電話
でお申し込みください。
●申込期間　6月1日（木）～9日（金）
の土・日を除く8:30～17:15
●申し込み・問い合わせ先
中央公民館026-2453・424-5377

　生活基盤の整備や福祉事業などの
ため、次の方々からご寄附をいただき
ました。紙上からお礼申し上げます。
セコム工業㈱代表取締役社長　後藤
明氏、平成17年度東中学校第3学年
PTA委員長　佐藤隆氏、日下剛氏、
武田廣善氏、武田昭二氏、武田清氏、
滝沢強氏、高橋純一氏、日下猛氏、
日下正彦氏、日下茂氏、日下貞子氏、
日下剛一氏、日下儀一郎氏、大浦義
光氏、アステラス製薬㈱南東北支店
支店長　柴崎一男氏、斎藤栄子氏、
白石ライオンズクラブ会長　佐藤武
比古氏、佐藤一郎氏、㈲白石つくだ
や代表取締役　紺野芳朋氏

　紙上から
礼申し上げますお

●日時　6月11日（日）10:00～
●場所　蔵王のブナと水を守る会作
業小屋周辺（白石市福岡八宮字不忘山）
※場所が分からない方は9時30分ま
で市役所に集合してください｡
●参加費　大人：800円、小学生以
下：100円（とん汁代・保険料など）
●持ち物　長靴、昼食、はし、おわん、
雨具、スコップまたは唐ぐわなど
※笹の伐採地ですので、必ず長靴を
ご用意ください。
●申込締切日（厳守）6月9日（金）
●申し込み・問い合わせ先
仲村025-3820、森00224-55-3372
※18:00以降にお電話くださいます
ようお願いします。

　　　　　『自分の健康は、自分で
つくりましょう』をキャッチフレー
ズに、恒例の「さわやかフェスティ
バル」を開催します。各種健康づく
りの体験コーナーや催し物などのほ
か、コンサートホールでは、漫才師
の春日三球さんによる、さわやか講
演会「人生いろいろ～男と女のいい
関係～」を開催します。ご家族そろっ
てのご来場をお待ちしています。
●日時　7月22日（土）10:00～15:30
●場所　ホワイトキューブ
●内容　健康体力測定、健康食、骨粗
しょう症検診、歯科健診・相談、腹部超
音波検診、献血、各福祉施設の販売や
展示、子どもの遊びのコーナーなど
※詳しくは広報しろいし7月号でお
知らせします。
問健康推進課　022-1362

～今こそ地方を語る～
　政治・行政・経済界で第一線を退
いたトップリーダーが「今だから言
える本音」を交えて率直に語ります。
●日時　7月8日（土）14:00～
●場所　古典芸能伝承の館｢碧水園｣
●内容
・前

まえ

噺
ばなし

｢寿司屋のおやじの独り言｣
・パネルディスカッション
　｢今こそ地方を語る｣
●入場料　500円
●出席者　講演者：岩渕文四郎氏、
パネリスト：藤井黎

はじむ

氏（前仙台市長）・
勝股康行氏（七十七銀行相談役）・
川井貞一氏（前白石市長）、コーディ
ネーター：若柳梅京氏
問企画情報課　022-1324

　デューク更
さら

家
いえ

さんのまな弟子で、
テレビでもおなじみのさくらだ千晶
先生を講師にお迎えします。
　ウォーキングとトークで心も体も
リフレッシュしましょう。たくさん
の方のご参加をお待ちしています。
●日時　7月22日（土）11:00～12:00
●場所　ホワイトキューブ
●対象者　市民または市内に通勤され
ている方ならどなたでも参加できます。
●募集定員　100名（先着順）
●申込開始日　6月6日（火）
●申し込み方法　子ども家庭課（本
庁舎1階）に電話または来庁の上、
お申し込みください。
問子ども家庭課　022-1363

「文化フォーラム」

戦いすんで日は　　  れず昏
く

　　  王のブナと水を守る会
植林祭開催のお知らせ蔵

受講無料

えしますので、ぜひご参加ください。
●日時　6月24日（土）・25日（日）の
2日間、両日とも19:00～21:00
●場所　おがる石（福岡蔵本）付近
問同会会長　半沢　025-2887

白石薬師堂ホタルの里を守る会　　　  タルまつりと星空観察会ホ
　今年は、夏の星空の観察会も行い
ます。木星や土星を見ていただきな
がら、夏の星座の説明を行います。
　また、サロン・サンサンの皆さん
が作った灯ろう飾りで皆さんをお迎

「　　  わやかフェスティバル」～体験しよう健康づくり！～さ

　認知症高齢者の介護は、とても大
変です。介護していての悩みや苦労
をみんなで話し合ってみませんか。
●日時　6月20日（火）13:30～15:00
●場所　介護予防センター
●対象者　認知症高齢者の家族の方
のほか、どなたでも参加できます。
●内容　座談会（参加費：100円）
●申し込み・問い合わせ先
介護老人保健施設｢清風｣022-2110
地域包括支援センター
（福岡蔵本字茶園62-1） 022-1361

認　　  症高齢者家族のつどい知

演出：大石哲史（オペラシアターこ
んにゃく座）
ピアノ伴奏：阿部千春
●日時　6月25日（日）
　　　　13:30開場・14:00開演
●会場　えずこホール（大河原町）
問同校合唱部顧問　目黒025-2181

白石女子高等学校合唱部
　　  期演奏会2006定

公立　　  田綜合病院からのお知らせ刈

　第10回目となるロビーコンサー
トを開催します。今回は「ヴァイオ
リンとピアノコンサート」で、クラ
シックや日本の曲などを演奏しま
す。美しいヴァイオリンとピアノの
音色をお楽しみください。皆様お気
軽にご来場ください。
●日時　6月9日（金）16:00～
●場所　中央ロビー
問公立刈田綜合病院情報企画課
025-2145　425-1535
Eメール　shomu@katta-hosp.shiroishi.miyagi.jp

　4月から、病院の情報誌｢Katta 
Hot Press｣を創刊しました。病院
での新たな取り組みやうれしい出来
事のほか、皆さんが｢ホッと｣する
話題も掲載していきます。ロビーに
備え付けていますので、ご自由にお
持ちください。

入場無料

参加無料

入場無料

■ロビーコンサートを開催します
入場無料

■情報誌 ｢Katta Hot Press｣ を創刊

■同時開催事業
　「ウォーキングでリフレッシュ！」

■文化財愛護友の会新規会員募集中

■オペラ「森は生きている ｣（抜粋）
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NECインフロン
ティア東北（株）

〔住所〕　白石市旭町７丁目1-1
　　　　0 24-4111

案内略図

NECトーキン（株）
白石事業所

文化体育
活動センター

斎　

川

白石蔵王駅

市　の　木
ブ　　　ナ

市　の　花
ヤ マ ブ キ

市　の　鳥
ウ グ イ ス

市県民税（１期）
介護保険料（２期） の納期です

６月は

彰寛さん、
亜矢子さん

ご夫妻の長
女・2女（

鷹巣）

パパからひとこと
明るく元気にすくすく育ってね!
いつでも笑顔を忘れずに!

ママからひとこと
優しく思いやりの
ある子に育ってね！
いつまでも
仲良くしようね!

H18.6

板橋唯星
ちゃん・莉夏ちゃん

いた  ばし
 ゆい   ら

りつ   か

※我が家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ

　昭和60年（1985年）、旭町の16
万㎡という広大な敷地に、複数の棟
からなる巨大な工場が完成しまし
た。世界トップクラスの電子部品
メーカー、NECトーキン株式会社の
白石工場（当時は東北金属工業白
石工場）です。会社全体の21％の

生産高を誇る同工場の取り組みなどについて取材しました。

●白石事業所の主力製品などを紹介（PR）してください。
　白石事業所では主にノートパソコンに使われるコイル（交流電流を
乾電池のように直流化する装置）やトランス（電圧変換装置）を生産し
ています。特に、「メタルコンポジットチョーク」と呼ばれるタイプのコイ
ル生産は業界No.1のシェアを誇っています。次に、当初から生産を続
けている磁気カードについては、入退室管理などに使う非接触のIC
カードとその関連機器の生産が主流になっています。
　また、昨年7月に工場を増設するなど、今後最も成長が期待されて
いるのが圧電デバイスと呼ばれる製品たちです。例えば、デジタルビ

デオカメラやデジタルカメラの手ぶ
れを検知する圧電振動ジャイロ、携
帯電話の画面から音を出したり、補
聴器に使われる音を聴覚器官に伝え
たりする圧電音響デバイスなどのほ
か、ノートパソコンの液晶モニターに
バックライトを当てるための圧電イ
ンバータなどを生産しています。
　特に圧電インバータはノートパソ
コン業界から高い評価を得て採用が

拡大しており、年々すごい勢いで注文が増えています。今後もトップレ
ベルの品質・シェアを維持するための体制を整えていきたいと考えて
います。
●地域との関わりについて、どのような活動を行っていますか?
　当工場では春と夏の年2回、従業員とそのご家族の方に協力しても
らい、通勤路や白石蔵王駅周辺、斎川沿いの土手などの清掃活動を実
施していますが、2年前と比べて約3倍にあたる164名が参加するな
ど、従業員の地域に対する意識も高まってきました。このほかに献血へ
の協力や市の福祉事業に対する寄付なども行っています。
●市民の皆さんへのメッセージをどうぞ!
　これまで、当工場では施設の一般開放を行っていませんでしたが、
今後は地域に開かれた
工場を目指して、市民の
皆さんが気軽に工場を
見学できるようにしてい
きたいと考えています。
地域と共に歩みながら、
今後とも良い製品を
作っていきたいと思い
ますので、温かい目で見
守っていただければと
思います。

「小下倉、山雲と電車」（撮影場所：小下倉）　佐藤　充さん（南町）

「夜間納税総合窓口」開設のお知らせ
　市で取り扱うすべての税金・料金を納入できるようになりました。
　仕事などでお忙しい方、ぜひ利用ください。
●日時　６月28日（水）・29日（木）
　　　　17:30～19:30（市税は、17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

地域に開かれた工場を目指して
NECトーキン株式会社白石事業所

■会社データ
●設　　立
●従業者数

●生 産 高

●製造品目

昭和60年
688名
（平成16年度）
246億円
（平成16年度）
電子部品

●今月号から隔月で市内の事業所を紹介していきます。
　第1回目は、NECトーキン（株）白石事業所を訪問しました。

▲ノートパソコン業界から高い評価を受
け、国内トップクラスの生産を行ってい
る圧電インバータ

佐久間　尋也さん
（大平小・２年） 

ひろ  や

うしをみにいったよ


